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懐かしの沼尻軽便鉄道
沼尻軽便鉄道の思い出が、ぎゅっと詰まった

常設展示場「村の停車場」。軽便についての

いろいろな資料や、軽便モジュール倶楽部の

皆さんが作った素晴らしい鉄道模型などが展
示されています。（村の停車場　町内下館）
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マ
ッ
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に
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て
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大正発未来行きの時間旅行

皆さんは覚えているだろうか？  大正から昭和にかけて、

町の産業・経済の発展と人々の生活を支えた沼尻軽便鉄道を

惜しまれながら廃線となった「軽便」には、

いつも笑顔があふれていた、夢やロマンが詰まっていた

軽便が現代に語りかけるもの―

それは満たされた時間の過ごし方、幸せな地域のつくり方なのかもしれない

さあ、価値観のリセットに出掛けよう

今、心の中を始発駅に、軽便という名のタイムマシンが走り出す

　　　 「高原列車は行く」
　　　　　　　　　作詞　丘

おか

　灯
と

至
し

夫
お

　　　　　　　　　　作曲　古
こ

関
せき

　裕
ゆう

而
じ

汽車の窓から　ハンケチ振れば
牧場の乙女が　花束投げる
明るい青空　白樺林
山越え谷越え　はるばると
ランランラン　ララ　ランランランラン
高原列車は　ランランランラン　行くよ

みどりの谷間に　山百合ゆれて
歌声ひびくよ　観光バスよ
君らの泊まりも　温泉の宿か
山越え谷越え　はるばると
ランランラン　ララ　ランランランラン
高原列車は　ランランランラン　行くよ

峠を越えれば　夢見るような
五色の湖　飛び交う小鳥
汽笛も二人の　しあわせうたう
山越え谷越え　はるばると
ランランラン　ララ　ランランランラン
高原列車は　ランランランラン　行くよ

　　（JASRAC出 1013288-001号）

い で ゆ

あの名曲のモデルが沼尻軽便鉄道 マッチ箱に乗って
Special Feature

小
野
町
出
身
の
丘お

か

灯と

至し

夫お

が
作
詞
、

福
島
市
出
身
の
古こ

関せ
き

裕ゆ
う

而じ

が
作
曲

し
た
昭
和
の
大
ヒ
ッ
ト
曲「
高
原
列
車
は

行
く
」。
こ
の
曲
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の

が
沼
尻
軽
便
鉄
道
だ
。
岡お

か

本も
と

敦あ
つ

郎お

が
歌
い
、

昭
和
29
年
に
大
ヒ
ッ
ト
。
平
易
な
歌
詞
と

親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
国
民
歌
謡

と
し
て
定
着
し
、
日
本
中
で
歌
わ
れ
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
体
の
弱
か
っ
た
丘
は
、
湯

治
の
た
め
に
横
向
温
泉「
滝
川
屋
」を
何

度
も
訪
れ
た
。
詞
は
湯
治
の
た
め
に
利
用

し
た
軽
便
鉄
道
の
車
窓
か
ら
眺
め
た
風
景
。

当
時
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
作
詞
し
た

と
い
う
。

　

町
は
平
成
14
年
、「
高
原
列
車
は
行

く
」の
歌
碑
を
中
ノ
沢
温
泉
入
口
に
建
立
。

歌
碑
竣し

ゅ
ん

工こ
う

除
幕
式
に
は
丘
さ
ん
も
出
席
。

「
沼
尻
軌
道
は
、
体
の
弱
か
っ
た
わ
た
し

を
育
て
て
く
れ
た
温
泉
の
思
い
出
と
と
も

に
心
に
残
っ
て
い
る
。
た
と
え
廃
線
に

な
っ
て
も
、
こ
の
歌
が
続
く
限
り
、
沼
尻

軌
道
は
い
つ
ま
で
も
走
り
続
け
て
く
れ

る
」と
語
っ
た
。

　

丘
さ
ん
は
昨
年
11
月
、
多
く
の
フ
ァ
ン

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
他
界
し
た
が
、
沼
尻

軽
便
鉄
道
は
わ

た
し
た
ち
の
心

の
中
で
、
今
な

お
走
り
続
け
て

い
る
。

中
ノ
沢
温
泉
入
口

に
建
て
ら
れ
た
歌

碑
。
丘
さ
ん
の
思

い
出
と
と
も
に
た

た
ず
む

【沼尻軽便鉄道】
1913（大正２）年から 1969

（昭和 44）年までの 57 年間、
沼尻―川桁駅間の約 16㌔を
運行。その形状から「マッ
チ箱」や「豆汽車」の愛称で
親しまれた。軽便は、在来
線より軌道の幅が狭い列車
のこと。別名沼尻軌道、耶
麻軌道とも呼ばれていた

昭和 43 年４月 28 日。沼尻　新井清彦氏撮影

KEIBEN

　
　
　

著
作
権
上
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　
「
高
原
列
車
は
行
く
」」
の
歌
詞
は
削
除
し
ま
し
た
。

　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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の
２
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
長
屋
や
病
院
な
ど
が
あ
る
大

き
な
集
落
を
形
成
し
、
最
盛
期
に
は
、

鉱
山
労
働
者
と
そ
の
家
族
な
ど
お
よ

そ
２
千
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　

電
気
は
自
社
の
発
電
所
を
設
置
し

て
供
給
し
た
。
水
は
山
か
ら
の
湧
水

な
ど
を
使
用
し
た
。
電
気
代
も
水
道

代
も
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
の
暮
ら
し
は
「
つ
け
っ
ぱ
な
し
、

出
し
っ
ぱ
な
し
」
が
当
た
り
前
だ
っ

た
と
い
う
。

　

食
料
や
生
活
用
品
な
ど
は
、「
用

度
」
と
呼
ば
れ
る
鉱
山
の
消
費
組
合

が
一
括
し
て
調
達
し
、
鉱
山
で
生
活

す
る
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
た
。
配

給
さ
れ
る
食
料
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
購
入
分
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

　

姫
沼
発
電
所
の
貯
水
池
「
姫
沼
」

は
職
員
の
保
養
施
設
で
も
あ
っ
た
。

噴
水
を
備
え
た
沼
の
周
り
に
は
、
も

み
じ
な
ど
の
樹
木
が
美
し
く
植
樹
さ

れ
、
運
動
場
、
滑
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ

や
シ
ー
ソ
ー
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い

た
。
年
に
一
度
、
労
働
者
や
家
族
が

参
加
し
て
盛
大
に
開
か
れ
る
運
動
会

は
、
こ
こ
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
の

楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
。

　

冬
こ
そ
厳
し
い
寒
さ
と
雪
に
悩
ま

さ
れ
た
が
、
沼
尻
で
の
暮
ら
し
は
、

現
代
に
は
な
い
豊
か
さ
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
確
か
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
地
域
の
連

帯
感
が
あ
っ
た
。

Interview

わたしは昭和 42 年４月に教員になりまし
た。その初任地が元山小中学校でした。「合
宿」と呼ばれた鉱山宿舎に、鉱山関係者と
学校の教員が一緒に下宿していました。宿
舎の風呂は、温泉の源泉を引いたものと真
水の二つがありました。山奥でしたが環境
は最高でしたね。学校は生徒数が少なくて
複式学級。わたしが中学 1 年を、もう一人
の先生が２、３年を受け持ちました。生徒
たちはとてものどかで、男子も女子も制服
のままソフトボールや自転車の練習をして
いました。食料や生活用品などは用度から
購入していたので、生徒たちと弁当のおか
ずが一緒になることもしばしば。そんなこ
ともあって、鉱山全体が一つの家族という
感じでした。

麻
軌
道
部
」
を
設
置
し
て
軌
道
建
設

を
実
施
。
大
正
２
年（
１
９
１
３
年
）、

沼
尻
か
ら
川
桁
に
至
る
11
駅
、
15
・

６
㌔
㍍
の
路
線
を
開
通
し
た
。
開
通

当
時
の
動
力
は
馬
だ
っ
た
が
、
翌
年
、

ド
イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
の
蒸
気
機

関
車
を
導
入
し
、
輸
送
量
を
飛
躍
的

に
増
加
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
軽
便
に

よ
っ
て
川
桁
ま
で
運
ば
れ
た
硫
黄
は
、

磐
越
西
線
経
由
で
全
国
の
港
な
ど
に

輸
送
さ
れ
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
た
。

　

昭
和
の
最
盛
期
に
は
、
化
学
繊
維
、

パ
ル
プ
、
肥
料
、
ゴ
ム
製
品
や
セ
ロ

ハ
ン
な
ど
の
原
料
と
し
て
需
要
が
拡

大
。
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
昭
和
11
年
に

は
、
１
万
７
１
８
４
㌧
も
の
硫
黄
が

生
産
さ
れ
た
。

   

物
心
共
に
豊
か
な
鉱
山

　

沼
尻
鉱
山
は
、
採
掘
場
（
通
称
：

元
山
）
と
製
錬
所
（
通
称
：
製
錬
）

   

硫
黄
輸
送
が
き
っ
か
け

　

沼
尻
軽
便
鉄
道
は
、
沼
尻
硫
黄
鉱

山
で
採
れ
た
硫
黄
を
輸
送
す
る
た

め
、
日
本
硫
黄
株
式
会
社
が
大
正
２

年
（
１
９
１
３
年
）
に
敷
設
し
た
鉱

山
軌
道
だ
。

　

当
時
の
日
本
は
世
界
的
な
硫
黄
輸

出
国
。
高
純
度
の
日
本
産
硫
黄
は
希

少
な
鉱
物
資
源
で
、
近
代
工
業
が
軌

道
に
乗
り
始
め
た
日
本
に
と
っ
て
貴

重
な
外
貨
獲
得
手
段
の
一
つ
で
も

あ
っ
た
。

　

鉱
山
の
開
業
当
時
は
、
掘
り
出
し

た
硫
黄
を
荷
馬
車
な
ど
で
搬
送
し
て

い
た
が
、
採
掘
量
の
増
加
や
荷
痛
み

（
時
間
経
過
に
伴
う
硫
黄
の
品
質
低

下
）
の
防
止
な
ど
た
め
に
、
別
な
搬

送
手
段
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

持
ち
あ
が
っ
た
の
が
鉄
道
に
よ
る
硫

黄
輸
送
計
画
で
あ
る
。

　

日
本
硫
黄
本
社
は
、
社
内
に
「
耶

1_ 現在の元山小中学校跡地。校舎の
姿はなく、雑草が生い茂っている　2_
小学校跡地で、唯一当時の面影を残
していた鉄棒　3_ 昭和 30 年ごろの元
山小中学校の全景。土を盛り上げて作
られた校庭や鉄索が、鉱山内に作ら
れたことを物語っている 4_ 硫黄を運
ぶ軽便。貨車の後ろには客車が見える

時
代
を
支
え
た
軽
便

軽
便
鉄
道
は
、

沼
尻
鉱
山
か
ら
掘
り
出
し
た
硫
黄
を
輸
送
す
る
た
め
に
敷
設
さ
れ
た
。

国
の
近
代
工
業
化
と
町
の
経
済
発
展
を
支
え
た
軽
便
鉄
道
。

そ
れ
は
、
沼
尻
鉱
山
の
隆
盛
の
歴
史
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
繁
栄
の
証
し
で
も
あ
っ
た
。

鉱山全体が家族のようだった

長尾景是さ
ん

Nagao Kagetsuna
上新町

硫黄や物資を運ぶため、沼尻駅と鉱山に結ばれた鉄
て っ

索
さ く

。
この時代、鉱山内には多くの鉄索が張り巡らされていた

Time Travel  1

1

4

2

3

沼
尻
軽
便
鉄
道
の

略
年
表

明
治
21
年（
１
８
８
８
年
）

　

沼
尻
山
（
現
在
の
安
達
太
良
山
）

　

の
沼
ノ
平
噴
火
口
で
硫
黄
製
錬
が

　

始
ま
る

33
年（
１
９
０
０
年
）

　

沼
尻
山
が
噴
火
し
、
作
業
場
や
住

　

宅
な
ど
が
倒
壊
、
埋
没
。
死
傷
者

　

は
80
人
を
数
え
、
硫
黄
製
錬
事
業

　

が
頓
挫
し
た

37
年（
１
９
０
４
年
）

　

新
資
本
が
沼
尻
山
硫
黄
鉱
区
を
譲

　

り
受
け
、
事
業
再
開

39
年（
１
９
０
６
年
）

　

岩
代
硫
黄
株
式
会
社
を
設
立
。
翌

　

年
、
同
社
を
継
承
し
た
新
会
社
、

　

日
本
硫
黄
株
式
会
社
を
設
立
。

41
年（
１
９
０
８
年
）

　

新
た
な
硫
黄
輸
送
手
段
の
整
備
に

　

向
け
て
、
耶
麻
軌
道
株
式
会
社
を

　

設
立

43
年（
１
９
１
０
年
）

　

線
路
と
動
力
の
変
更
願
い
を
内
務

　

大
臣
へ
提
出
。輸
送
を
よ
り
早
く
、

　

効
率
的
に
す
る
た
め
、
人
力
ト
ロ

　

ッ
コ
か
ら
馬
車
へ
変
更
す
る

45
年（
１
９
１
２
年
）

　

川
桁
～
沼
尻
間
の
全
線
工
事
に
着

　

工
大
正
２
年（
１
９
１
３
年
）

　

川
桁
～
沼
尻
間
が
開
通
し
、
耶
麻

　

軌
道
の
運
行
を
開
始
。
動
力
は
馬

　

で
、
貨
車
と
客
車
を
引
い
た
。
ド

　

イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
蒸
気
機
関

　

車
を
２
両
購
入
。
価
格
は
１
両
当

　

た
り
４
６
８
０
円
（
現
在
の
約
２

　

千
万
円
）。
こ
の
年
の
乗
客
数
は

　

９
８
５
０
人

　
３
年（
１
９
１
４
年
）

　

動
力
を
馬
車
か
ら
蒸
気
機
関
車
に

　

変
更
し
た
こ
と
で
、
乗
客
数
は
１

　

万
７
９
５
８
人
と
倍
増

６
年（
１
９
１
７
年
）

　

ド
イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
蒸
気
機

　

関
車
を
も
う
１
両
追
加
購
入

12
年（
１
９
２
３
年
）

　

下
館
駅
を
会
津
下
館
駅
に
、
樋
ノ

　

口
駅
を
会
津
樋
ノ
口
駅
に
、
大
原

　

駅
を
沼
尻
駅
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
名

15
年（
１
９
２
６
年
）

　

開
業
か
ら
20
年
余
り
で
、
鉱
山
の

　

年
間
硫
黄
生
産
高
は
６
６
６
５
㌧

　

ま
で
増
加
。
軽
便
の
乗
客
数
は
、

　

開
通
時
の
約
７
倍
の
６
万
５
５
０

　

人
に
上の

ぼ

っ
た

元山小中学校の
元教諭



広報 猪苗代  2010-11    ��    2010-11  広報 猪苗代

Eyes
Hideyuki Watanabe

い
出
と
し
て
多
く
の
人
々
の
心
に
焼

き
付
い
て
い
る
。

   

時
の
流
れ
に
逆
ら
え
ず

　

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
暮
ら
し

と
共
に
あ
っ
た
軽
便
鉄
道
だ
が
、
鉱

山
の
閉
山
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と

に
な
る
。
高
度
経
済
成
長
の
波
は
、

プ
ラ
ス
に
ば
か
り
働
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
国
内
の
硫
黄
鉱
山
は
、
す
べ

て
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

急
激
に
進
ん
だ
車
社
会
に
よ
っ
て
、

鉄
道
も
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自

動
車
貨
物
に
活
躍
の
場
を
奪
わ
れ
た
。

沼
尻
軽
便
鉄
道
は
、
磐
梯
急
行
電
鉄

株
式
会
社
の
倒
産
に
伴
い
、
昭
和

44
年
３
月
27
日
、
全
線
廃
止
と
な
り
、

多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
57
年

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

硫
黄
か
ら
観
光
中
心
へ

　
「
黄
色
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
、

鉱
工
業
の
中
心
だ
っ
た
硫
黄
だ
が
、

30
年
代
に
入
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。

資
源
の
枯
渇
に
加
え
、
石
油
の
脱だ

つ

硫り
ゅ
う

装
置
か
ら
硫
黄
を
生
産
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

石
油
需
要
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、

新
し
い
手
法
に
よ
る
硫
黄
の
生
産
が

急
増
。
一
方
、
海
外
で
は
、
画
期
的

な
硫
黄
採
掘
技
術
に
よ
っ
て
大
規
模

な
硫
黄
鉱
山
開
発
が
進
ん
だ
。
国
産

天
然
硫
黄
の
価
格
は
急
落
、
次
第
に

採
算
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

硫
黄
輸
送
に
鉄
道
収
入
の
多
く
を

依
存
し
て
い
た
沼
尻
鉄
道
の
経
営
状

況
は
悪
化
。
生
き
残
り
を
か
け
た
経

営
改
善
策
と
し
て
、
観
光
旅
客
輸
送

の
拡
大
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
時
は
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
右

肩
上
が
り
の
時
代
。
沼
尻
、
中
ノ
沢

消
え
た「
マ
ッ
チ
箱
」

硫
黄
産
業
が
下
火
に
な
る
と
、

軽
便
鉄
道
は
観
光
旅
客
輸
送
に
活
路
を
見
い
出
し
た
。

「
マ
ッ
チ
箱
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

湯
治
客
、
ス
キ
ー
客
や
地
域
に
暮
ら
す
人
々
な
ど
、

多
く
の
人
の
足
と
な
り
活
躍
し
た
。

Time Travel  2

の
両
温
泉
へ
の
湯
治
客
は
も
と
よ
り
、

沼
尻
ス
キ
ー
場
の
利
用
客
な
ど
、
乗

客
は
年
々
増
加
し
た
。
ス
キ
ー
客
で

に
ぎ
わ
う
冬
季
間
は
連
日
、
臨
時
列

車
が
増
発
さ
れ
る
混
雑
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

軽
便
鉄
道
は
、
地
域
住
民
の
生
活

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
行
商

の
お
ば
さ
ん
が
乗
り
込
み
、
沿
線
の

村
々
を
回
っ
て
季
節
の
も
の
を
売
り

歩
い
た
。
冬
の
線
路
の
除
雪
は
、
沿

線
住
民
の
貴
重
な
現
金
収
入
に
な
っ

た
。
鉱
山
の
社
員
の
子
ど
も
に
は
無

料
定
期
券
が
配
ら
れ
る
な
ど
、
通
勤
、

通
学
の
足
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
地

域
の
教
育
に
も
貢
献
し
た
。

　
「
大
原
か
ら
沼
尻
へ
の
坂
道
を
登

れ
な
く
て
、
乗
客
が
降
り
て
車
両
を

押
し
た
こ
と
も
あ
る
」

　
「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
遅
れ
て
も
、

声
を
か
け
る
と
止
ま
っ
て
待
っ
て
く

れ
た
」な
ど
、
心
温
ま
る
数
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
、
古
き
良
き
時
代
の
思

心の豊かさがあふれる当時の車内。「あんただづ、どごまで行ぐの？」

3

2

5
4

1_ 酸川野の森の中を軽快に走り抜けるディーゼ
ルカー「キハ 2401」
2_ 猪高生の乗降駅だった会津下館駅。当時のト
イレが下館地区に残っている
3_ 白木城駅での風景。当時、駅にホームは無かっ
た。地面に降りて車掌が「切符を拝見します」
4_ 廃止直後の川桁駅。業者が、車両などを解体
する姿に、関係者の胸が痛む
5_ 行商のおばさんたちが車内で情報交換。「今日
は売れだがよ？」「うん、まあまあだ」

1

沼
尻
軽
便
鉄
道
の

略
年
表

昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）

　

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
「
ガ
ソ
１
０
１
」

　

が
導
入
さ
れ
る

12
年（
１
９
３
７
年
）

　

年
間
乗
客
数
が
10
万
６
０
７
５
人

　

と
初
め
て
大
台
に
乗
る

19
年（
１
９
４
４
年
）

　

社
名
を
沼
尻
鉄
道
に
変
更
。
合
わ

　

せ
て
運
輸
事
業
を
目
的
と
す
る
軌

　

道
か
ら
公
衆
用
に
敷
設
す
る
地
方

　

鉄
道
に
変
更

27
年（
１
９
５
２
年
）

　

初
の
女
性
車
掌
誕
生

28
年（
１
９
５
３
年
）

　

福
島
市
の
協
三
工
業
株
式
会
社
製

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を
２
両
導
入
。

　

乗
客
数
は
年
間
34
万
５
千
人
。
ピ

　

ー
ク
を
迎
え
る

39
年（
１
９
６
４
年
）

　

社
名
を
株
式
会
社
日
本
硫
黄
観
光

　

鉄
道
に
変
更

42
年（
１
９
６
７
年
）

　

社
名
を
磐
梯
急
行
電
鉄
株
式
会
社

　

に
変
更

43
年（
１
９
６
８
年
）

　

磐
梯
急
行
電
鉄
株
式
会
社
が
倒
産
。

　

そ
れ
に
伴
い
全
面
運
休

44
年（
１
９
６
９
年
）

　

全
線
廃
止

乗客から「マッチ箱」の愛称で親し
まれたガソリンカー「ガソ 101」

車内もホームも満員。軽便には、
いつも笑顔と活気があふれていた

入線以降、廃線まで主力
機として活躍した DC122

Interview

沼尻鉄道に、初めは軽便の修理・営繕係
として、廃線前の 9 年間は運転手として勤
務しました。軽便は車両の連結部分の遊び
が大きいので、発車、停車やブレーキ操作
には常に気を遣いました。いろいろな部署
の同僚 8 人でラッセル車を手づくりしたこ
とが忘れられません。自作のラッセル車が、
まるでイルカのジャンプのように雪を左右
に飛ばした時は感動しました。経費削減に
もなったとみんなで喜びました。廃線の日、
最終列車を運転、無事沼尻駅に到着する
と、近所の人や旅館の番頭さんなどが出迎
えてくれました。「おつかれさま」と声を
掛けられました。うれしいようなさみしい
ような、複雑な気持ちだったことを覚えて
います。

うれしくもさみしい最期

半澤武男さ
ん

Hanzawa Takeo
下館

沼尻鉄道の元職員
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沼
尻
軽
便
鉄
道
の

略
年
表

平
成
11
年（
１
９
９
９
年
）

　

中
ノ
沢
温
泉
観
光
案
内
所
で「
沼   

　

尻
軽
便
鉄
道
写
真
展
」
を
開
催
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
懐
か

　

し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て

　

２
０
，０
０
０
歩
」を
開
催
。
以
後
、

　

毎
年
開
催

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）

　

写
真
集「
写
真
で
つ
づ
る　

懐
か

　

し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
」が
発
刊

平
成
13
年（
２
０
０
１
年
）

　

写
真
集「
続　

懐
か
し
の
沼
尻
軽

　

便
鉄
道
」が
発
刊

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

　

中
ノ
沢
温
泉
入
口
に「
高
原
列
車

　

は
行
く
」の
歌
碑
建
立

平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）

　

川
桁
駅
前
に「
沼
尻
軽
便
鉄
道
記

　

念
碑
」建
立

平
成
19
年（
２
０
０
７
年
）

　
「
沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り

　

継
ぐ
会
」発
足

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）

　

川
桁
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で「
沼

　

尻
軽
便
鉄
道
モ
ジ
ュ
ー
ル
展
」を

　

開
催

成
11
年
、
鉄
道
軌
道
跡
を
歩
く
イ
ベ

ン
ト
「
懐
か
し
の
軽
便
鉄
道
を
訪
ね

て
２
０
，
０
０
０
歩
」は
こ
う
し
て

開
か
れ
た
。

　
「
軽
便
鉄
道
の
歴
史
と
当
時
の
暮

ら
し
を
後
世
に
伝
え
た
い
」。
安
部

な
か
さ
ん
＝
酸
川
野
＝
と
中
ノ
沢
地

区
周
辺
の
商
工
会
青
年
部
員
ら
は
、

中
ノ
沢
地
区
の
ゴ
ー
ル
地
点
で「
高

原
列
車
の
終
着
駅
に
よ
う
こ
そ
」と

い
う
お
も
て
な
し
の
展
示
を
開
い
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
元
山
や
製
錬

所
で
暮
ら
し
て
い
た
人
、
沼
尻
鉄
道

に
勤
め
て
い
た
人
、
軽
便
で
通
学
し

た
人
な
ど
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
も
。
歴 夢と共に

復活への汽笛
惜しまれながら廃線となった軽便鉄道。
それから 32 年後、一つのイベントが始まった。
軽便鉄道を忘れない、
軽便鉄道にはまだできることがある、
そんな思いと共に、夢は走り出した。

伊藤好
よ し

広
ひ ろ

さん・優
ゆ う

子
こ

さん
翼
つばさ

さん・未
み

咲
さ き

さん
（沼ノ倉）

新聞の折り込みチラシを見て
イベントを知り、参加しまし
た。登り坂の多いコースで疲
れました。下館の展示場には
初めて入りました。軽便鉄道
が通っていた道の多くは、猪
苗代町に住んでいても、まず
通りません。普段見られない
風景を見ることができたこと
もよかったです。

渡部実
みのる

さん・弘
ひ ろ

子
こ

さん

（会津若松市）

今回初めて参加しました。各
駅の跡で切符にはさみを入れ
る改札のアイデアが面白い
と思います。会津下館駅にあ
る停車場で見た展示物の内容
も懐かしくて良かったです。
コースは、最後の登り坂がき
つかったですね。スケジュー
ルが合えば来年もぜひ参加し
たいです。

史
を
伝
え
る
展
示
物
の
数
々
に
歓
声

を
上
げ
た
り
、
軽
便
鉄
道
の
写
真
に

涙
を
流
し
た
り
、
会
場
は
最
盛
期
の

「
昭
和
色
」に
染
ま
っ
た
。そ
う
、人
々

の
心
の
中
に
は
、
今
な
お
軽
便
が
走

り
続
け
て
い
た
の
だ
。

　
「
歴
史
の
継
承
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
を
観
光
資
源
に
で
き
な
い
も
の

か
」。
商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

の
多
く
が
そ
う
思
っ
た
。
翌
12
年
、

中
ノ
沢
地
区
と
川
桁
地
区
の
青
年
部

員
ら
が
中
心
と
な
っ
て
「
第
２
回
懐

か
し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て
」

を
開
い
た
。
軽
便
鉄
道
の
歴
史
を
後

世
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
自
分
た

1

2

   

高
原
列
車
ど
こ
ま
で
も

　

第
二
次
大
戦
の
敗
戦
か
ら
バ
ブ
ル

経
済
ま
で
一
気
に
駆
け
上
が
っ
た
昭

和
は
、日
本
史
上
、最
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
、
騒
々
し
く
、
重
々
し
い
時

代
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
激
動
の
波
に
の
ま
れ
、
み

ん
な
に
愛
さ
れ
た
軽
便
鉄
道
は
姿
を

消
し
た
。
廃
線
時
に
ピ
ー
ク
だ
っ
た

軽
便
鉄
道
へ
の
思
い
や
記
憶
は
時
間

と
共
に
薄
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
32
年
後
「
軽
便
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
立

ち
上
が
っ
た
猪
苗
代
観
光
協
会
。
平

Voice 「懐かしの沼尻軽便鉄道を訪ねて」に参加して

1_ ９月に開かれた「懐か
しの軽便鉄道を訪ねて２
DAY ウオーキング」。川桁
駅前から終点を目指す
2_ 大原から沼尻駅前まで
は、森林浴をしながら森の
トンネルを歩く

ち
が
継
承
者
と
な
っ
て
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
を
決

め
た
の
だ
。

　
「
軽
便
と
共
に
生
き
た
時
代
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」

　
「
軽
便
の
歴
史
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

　

誰
も
が
夢
を
持
ち
、
希
望
を
抱
い

て
生
き
て
い
た
古
き
良
き
時
代
の
蘇

生
へ
の
思
い
は
、
軌
道
跡
を
歩
く
参

加
者
に
も
確
か
に
伝
わ
っ
た
。

　

各
駅
跡
で
切
符
を
切
っ
て
も
ら
う

時
に
は
、
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
と
が

互
い
に
声
を
掛
け
あ
っ
た
。
給
水
ポ

イ
ン
ト
で
は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

車
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る
人
に
は
笑

顔
で
手
を
振
り
返
し
た
。

―

汽
車
の
窓
か
ら
ハ
ン
ケ
チ
振
れ
ば

　

牧
場
の
乙
女
が
花
束
投
げ
る―

　

あ
の
フ
レ
ー
ズ
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
な
や
り
と
り
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

軽
便
は
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

だ
っ
た
。
車
内
で
交
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
互
い
を
気
遣
う
思
い

や
り
な
ど
、
そ
こ
に
は
平
成
を
生
き

る
わ
た
し
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る

一
番
大
切
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
。

　

中
ノ
沢
・
沼
尻
温
泉
単
一
口
湧
出

量
日
本
一
記
念
と
銘
打
ち
、
９
月
26

日
に
開
か
れ
た
「
第
12
回
懐
か
し
の

沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て
」
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。
限
定
２
０
０
人

の
お
客
さ
ん
を
出
迎
え
る
ス
タ
ッ
フ

の
姿
に
、
花
束
を
投
げ
る
乙
女
が
重

な
っ
て
見
え
た
。

Interview

町商工会青年部員は、実行委員としてイベ
ントを運営しています。軽便鉄道の歴史を
継承する一方で、軽便を重要な観光資源
ととらえた取り組みを展開しています。今
年は、中ノ沢温泉への宿泊パック利用者に
限定した２日目のウオーキングイベントを
企画。地域の魅力に触れてもらう機会を増
やしたところ、大変好評でした。参加した
皆さん一人一人に喜んでもらうことはもち
ろん、口コミで中ノ沢温泉や猪苗代町を訪
れる人が増えれば、もっとうれしいですね。
今後は、川桁地区や沿線の地区にもにぎわ
いをつくるなど、まちおこしの手助けがで
きるイベントになるよう、内容を充実させ
ていこうと考えています。

軽便は進行形の観光資源

赤埴征利さ
ん

Akahani Masatoshi
新町

懐 かしの 沼 尻 軽 便 鉄
道を訪ねて実行委員長
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1_ 展示場のオープンを記念し
てテープカット（左から）半澤
さん、出口会長、津金町長
2_ 展示場の壁一面に所狭しと
並ぶ写真
3_ 村の停車場の外観。建物は
旧長瀬農協。向かい側には当時
のトイレが残る
4_ 軽便モジュール倶楽部の会
員が製作した鉄道模型
5_ 緑 の 村 に 展 示 さ れ て い る
ディーゼル機関車と客車

（DC121 とボサハ 12　2 両）
今にも動き出しそうなほどよく
手入れされている
6_ 沼尻駅前に今も残る駅舎。
当時は 90 度横を向いていたと
いう

オープン当日、多くの人々が訪れた展示場。写真資料のほか、沼尻鉱山や軽便鉄道に
関する年表、時刻表や車掌の制服など約 300 点が所狭しと並べられている。中央には、
軽便モジュール倶楽部（畑中博会長）の会員が製作した巨大な鉄道模型が展示されて
いる。模型は「川桁～沼尻間」全線の風景を精密に再現している

   

駅
か
ら
見
え
る
現
代

　

駅
は
現
代
社
会
を
映
す
鏡
で
あ
る
。

昭
和
の
時
代
は
、
窓
口
で
切
符
を
買

い
、
改
札
で
駅
員
に
切
符
を
切
ら
れ
、

下
車
駅
の
改
札
で
駅
員
に
切
符
を
回

収
さ
れ
た
。
平
成
の
今
は
、
自
動
券

売
機
で
切
符
を
買
い
、
自
動
改
札
を

く
ぐ
り
、
自
動
改
札
か
ら
表
に
出
て

い
く
。

　

つ
ま
り
、
人
を
介
さ
ず
に
乗
り
降

り
が
で
き
る
の
だ
。
ホ
ー
ム
で
世
間

話
を
す
る
姿
は
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。

列
車
を
降
り
た
人
は
、
わ
れ
先
に
と

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
向
か
っ
て
走
り

出
す
。
昭
和
の
時
代
、
映
画
や
小
説

の
舞
台
に
な
っ
た
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
情
景
は
、
ど
こ
に
も
な
い
。

　

効
率
性
や
速
さ
を
求
め
続
け
た
わ

た
し
た
ち
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や

便
利
さ
は
手
に
入
れ
た
が
、
一
方
で
、

車
窓
か
ら
見
え
る
景
色
に
感
動
す
る

こ
と
も
、
車
内
で
の
小
さ
な
出
会
い

に
感
謝
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
、
パ
ソ
コ
ン
や

ケ
ー
タ
イ
が
あ
れ
ば
、
部
屋
に
い
な

が
ら
世
界
中
の
物
を
手
に
入
れ
ら
れ

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

お
金
を
払
い
に
行
く
こ
と
す
ら
な
い
。

外
に
出
な
く
て
も
生
活
で
き
る
社
会

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

で
は
、
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
求
め
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
求
め
て
い

る
。ケ
ー
タ
イ
片
手
に
、頻
繁
に
メ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
す
る
若
い
世
代
が
そ
の

象
徴
。
現
代
人
も
ま
た
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
求
め
て
い
る
。

   

よ
み
が
え
れ
昭
和
力

　

昭
和
が
夢
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た

古
き
良
き
時
代
な
ら
、
平
成
は
ど
う

だ
ろ
う
。
技
術
革
新
に
よ
り
、
さ
ら

に
進
化
・
高
度
化
し
た
と
は
言
え
、

何
と
な
く
先
行
き
不
透
明
で
不
安
な

時
代
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

平
成
に
あ
っ
て
昭
和
に
な
い
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
昭
和
に
あ
っ
て

平
成
に
な
い
も
の
は
な
い
。
だ
が
、

わ
た
し
た
ち
は
大
切
な
も
の
を
忘
れ

か
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
見
失

い
か
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
人

と
ふ
れ
あ
い
、
か
か
わ
り
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
た
時
代
を
。

　

村
の
停
車
場
と
い
う
駅
が
で
き
た

今
こ
そ
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
。

夢
と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
生
き
た
あ
の
こ
ろ
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。　
　

　

さ
あ
、
眠
っ
て
い
る
地
域
の
タ
カ

ラ
を
、
埋
も
れ
て
い
る
地
域
の
チ
カ

ラ
を
、
猪
苗
代
の
潜
在
能
力
を
呼
び

覚
ま
そ
う
。
大
切
な
も
の
は
意
外
に

も
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

村
の
停
車
場
は
、
大
切
な
こ
と
に

気
付
く
場
所
、
昭
和
力
を
蘇
生
す
る

場
所
。
そ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の

停
車
場
だ
。

   

念
願
の
常
設
展
示
場

　

昭
和
43
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
沼
尻
鉱

山
と
、
そ
れ
に
伴
い
廃
線
と
な
っ
た

沼
尻
軽
便
鉄
道
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
活
動
す
る「
沼
尻
鉱
山

と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
」（
出

口
陽
子
会
長
）。
同
会
は
６
月
27
日
、

旧
会
津
下
館
駅
前
の
交
流
施
設
「
村

の
停
車
場
」２
階
に
、
鉱
山
や
軽
便

鉄
道
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
集
め
た

常
設
展
示
場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

出
口
会
長
は
「
発
足
当
時
か
ら
、

い
つ
か
は
常
設
展
示
場
を
と
思
っ
て

い
た
。
願
い
が
実
現
し
て
う
れ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
津
金
要
雄
町
長
、

軽
便
鉄
道
最
後
の
運
転
手
半
澤
武
男

さ
ん
ら
と
共
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨

ん
だ
。
元
車
掌
の
小
檜
山
一
夫
さ
ん

は
記
念
切
符
を
改
札
し
た
。
出
席
者

は
、
懐
か
し
む
よ
う
に
展
示
物
を
眺

め
、
往
時
に
思
い
を
は
せ
た
。

よ
み
が
え
れ
、
昭
和
力

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
の
悲
願
だ
っ
た
常
設
展
示
場
が
、

「
村
の
停
車
場
」２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
こ
そ
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
。

停
車
場
に
行
っ
て
、
大
切
な
も
の
を
思
い
出
そ
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
昭
和
力
を
蘇
生
さ
せ
よ
う
。

3

5

1

2

4

6

Interview

軽便モジュール倶楽部の会員は約 20 人。
ネットで結ばれた会員が全国にいます。沼
尻鉄道の模型を作ろうという話になって、
現地調査に行った際、安部なかさんと知
り合いました。その縁で展示をしています。
平成 19 年には川桁ふれあいセンターで運
転会を開きました。地元の年配者の皆さん
からいろいろな話を聞いたのが楽しかった
ですね。全国的にも有名な沼尻軽便。展示
場に足を運ぶだけの価値があれば、立派な
観光資源になります。模型が一助になれば
うれしいです。今は装置が複雑で一般の人
が走らせることはできませんが、将来的に
は誰でも動かせるような簡単な仕組みにし
たいと考えています。沼尻軽便が、産業遺
産として大切に保存されることを願います。

産業遺産として保存してほしい

畑中　博さ
ん

Hatanaka Hiroshi
東京都

軽便モジュール倶楽部
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若い世代に伝えていこうと思っていま
す。実務面では、データ整理ですね」
と笑う。さらに、「もう一度、軽便の
エンジン音を聞きたい。レールの上
を走らせたい。それが夢」とも。
　さまざまな分野で活躍してきた軽
便。多くの人から愛され、役に立って
きた軽便。「今も、これからも。きっ
と（軽便に）できることがあるんじゃ
ないかって思うんです。軽便は、町に
ある文化遺産や歴史遺産とも肩を並
べる財産だと思います。車両や駅舎
が残っているんだから、保存だけで
はもったいない。なんとか活用する方
法を考えていきたいですね」
　子どものように瞳を輝かせた。

自費出版から３カ月。写真集は完売、
増刷することになった。「軽便はこん
なに多くの人の心の中に生きていたの
か」と思うと、うれしくなった。同時
に、写真や情報の提供者、地域の人々、
印刷会社など多くの人との出会いと協
力があって出版できたことに、心から
感謝した。
　「懐かしの沼尻軽便鉄道を訪ねて」
には、毎年スタッフとして参加してい
る。町内の有志と共に立ち上げた「沼
尻鉱山と軽便鉄道を語り継ぐ会」で
は事務局を務める安部さんに今後の
取り組みと夢を尋ねた。
　「『高原列車は行く』という名曲と
軽便鉄道を守る灯を絶やさぬよう、

　「子どものころ、わたしにとって軽
便は目覚まし時計がわり。家のすぐ裏
を走る始発の音で目を覚ましていまし
た。軽便を利用するいろいろな乗客
を見るのが好きでした」
　軽便好きの安部なかさんが、時を
経て、動き出したのは平成７年。父親
との昔話がきっかけだった。「もっと
軽便を知りたい―」と元運転手の渡
部力さんを訪ねた。渡部さんの話は
楽しかった。ますます興味がわいて
きた。
　数年後、中ノ沢の旅館組合に勤務
していた安部さんは、軽便鉄道の写
真展を企画した。「地元の人にもっと
軽便を知ってほしい」。渡部さんや近
所の人から、たくさんの写真や資料
が集まった。写真展は好評を得た。
　「地元の人だけでなく、お客さんに
も喜ばれたんです。お客さんと話した
軽便の思い出話を、全部とっておきた
いと思ったくらい」と言葉を弾ませる。
　仕事で沼尻温泉の源泉まで登った。

「あそこが採掘場、あそこは元山の学
校」と説明された。採掘場跡の残が
いや元山小中学校から、たくさんの
人の思いや子どもたちの声が聞こえる
ような気がした。
　「ものすごい衝撃を受けました。こ
こに暮らした人々の大事な歴史をみん
なに伝えなければと思いました」
　関係する文献を読みあさり、沼尻
鉱山や軽便鉄道のことを調べた。そ
してあることに気付いた。軽便がなく
なるとき、さようならも、ありがとう
も言っていなかったことに―。
　「何かを通して、軽便への感謝の気
持ちを伝えたいと思いました」。そん
な矢先、知人から野矢俊文さんと小
桧山六郎さんを紹介された。
　３人で写真集を作ろうと話し合った。
売れなければ「買い取り」を条件に、
なんとか出版にこぎつけた。覚悟の

軽 便 は 猪 苗 代 の 財 産
保 存 だ け で は も っ た い な い

も う 一 度 走 ら せ た い

　

取
材
を
終
え
て

　

今
な
お
多
く
の
人
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
軽
便
鉄
道
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
貧
し
く
て
も

笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
た
、
苦
し
い

け
れ
ど
幸
せ
だ
っ
た
昭
和
の
時
代

を
、
軽
便
鉄
道
に
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

全
力
で
駆
け
抜
け
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
こ
ら
で
立
ち
止
ま

り
、
肩
の
力
を
抜
き
な
が
ら
、
あ

の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。

も
う
一
度
、
価
値
観
を
リ
セ
ッ
ト

し
て
み
よ
う
。

　

鉄
道
に
は
上
り
と
下
り
が
あ

る
。
レ
ー
ル
が
続
い
て
い
る
限

り
、
行
っ
た
り
来
た
り
を
繰
り
返

す
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
た
ち

が
戻
っ
た
過
去
と
い
う
終
着
駅
は
、

向
き
を
変
え
れ
ば
未
来
へ
の
始
発

駅
に
な
る
。

　

さ
あ
、
忘
れ
も
の
を
探
し
に
行

こ
う
。
大
事
な
も
の
を
取
り
に
行

こ
う
。
あ
な
た
が
見
て
い
る
レ
ー

ル
の
先
に
は
、
あ
な
た
が
願
う
夢

や
希
望
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

　

軽
便
は
「
昭
和
の
遺
物
」
で
は

な
く
、
あ
の
こ
ろ
に
戻
れ
る
「
タ

イ
ム
マ
シ
ン
」。
限
り
な
い
夢
を

乗
せ
、今
、ゆ
っ
く
り
と
走
り
出
す
。

特
集  

マ
ッ
チ
箱
に
乗
っ
て  

完

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
事
務
局

安
部
な
か
さ
ん

大正発未来行きの時間旅行の中で、

あなたの大切なものは見つかりましたか？

さあ、ここから一緒に未来へ。

マッチ箱に乗って

【
資
料
提
供
】　

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄

道
を
語
り
継
ぐ
会
、
田
中
新
一
氏

【
写
真
提
供
】　

新
井
清
彦
氏
、
園
田

正
雄
氏
、
青
木
栄
一
氏

Interview

Profi
le　

１
９
５
１
年
猪
苗
代
町
生
ま
れ
。
町
ふ
る
さ
と
歴
史
館
勤
務
。

沼
尻
鉱
山
と
軽
便
鉄
道
を
語
り
継
ぐ
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
剣
道
。
酸
川
野
在
住
、
59
歳　

N U M A J I R I   K E I B E N
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■平成 22 年度上半期財政状況

町のお金は　ȦɁɛșȾΈɢɟɑȪȲ

数字で見る　町の家計簿

基
金
の
状
況

　
（
平
成
22
年
度
末
見
込
額
）

▼
財
政
調
整
基
金

３
億
５
千
６
８
０
万
１
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
０
６
万
４
千
円

▼
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

１
億
２
千
５
１
１
万
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
４
万
６
千
円

▼
ほ
場
整
備
事
業
推
進
基
金

８
５
２
万
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

３
千
１
２
６
万
１
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

２
千
３
９
７
万
２
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
２
万
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
千
６
３
万
８
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

２
億
１
５
８
万
２
千
円

▼
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
基

金５
千
１
５
８
万
円

▼
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会
開
催

記
念
基
金

１
千
１
５
６
万
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

行
う
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
千
７
４
３
万
６
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費	 

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
保
育
所
の
運
営
な

ど
に
使
う
お
金

土
木
費	 

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
建
設

な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費	 

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の
で

す
。
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的

に
返
済
し
て
い
ま
す

総
務
費	 

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

教
育
費	 

小
中
学
校
や
幼
稚
園
の

教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

衛
生
費	 

各
種
検
診
や
予
防
接
種
、

ゴ
ミ
や
し
尿
の
処
理
、
ゴ
ミ
減
量

化
推
進
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課
財
務
業
務

☎
（
62
）
２
１
１
２

会  計  区  分 予算現在額 収  入  済  額 支  出  済  額
猪苗代地区財産区 1,450 万 8 千円 432 万 4 千円 63 万 2 千円
翁島地区財産区 399 万 1 千円 242 万 3 千円 15 万 2 千円
長瀬地区財産区 2,416 万 2 千円 491 万円 274 万 8 千円
吾妻地区財産区 924 万 4 千円 308 万 4 千円 281 万 6 千円
国民健康保険 17 億 6,161 万 3 千円 6 億 8,377 万円 8 億 7,334 万 4 千円
老人保健 27 万 4 千円 30 万円 11 万 2 千円
簡易水道事業 1 億 62 万 1 千円 1,928 万 8 千円 2,232 万 5 千円
公共下水道事業 6 億 6,840 万 2 千円 8,472 万 4 千円 2 億 8,071 万 3 千円
特定環境保全水道事業 1 億 1,879 万 2 千円 1,256 万 5 千円 5,564 万 8 千円
農業集落排水事業 3 億 1,424 万 6 千円 1,634 万 3 千円 9,704 万 5 千円
介護保険 12 億 8,508 万 8 千円 4 億 7,227 万 7 千円 5 億 9,602 万円
後期高齢者医療 1 億 6,227 万円 5,656 万 2 千円 5,797 万 3 千円

計 44 億 6,321 万 1 千円 13 億 6,057 万円 19 億 8,952 万 8 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 6,121 万円
民 生 3,670 万 5 千円
衛 生 1 億 3,397 万 3 千円
農 林 水 産 ５億 3,911 万 6 千円
商 工 775 万 8 千円
土 木 28 億 4,486 万 5 千円
公 営 住 宅 8 億 8,113 万 1 千円
消 防 7,446 万 8 千円
教 育 12 億 3,626 万 6 千円
災 害 復 旧 3,222 万 8 千円
臨時財政対策債など 30 億 8,113 万 9 千円

特　　　別　　　会　　　計
簡易水道事業 2 億 6,101 万 1 千円
下水道事業 38 億 5,091 万 7 千円
特定環境保全下水道事業 10 億 450 万 2 千円
農業集落排水事業 16 億 1,413 万 1 千円

予算現在額　  28 億 6,670 万 7 千円
収 入 済 額　 20 億 0,543 万 9 千円

地方消費税交付金　1 億 4,823 万 9 千円
地 方 譲 与 税　　    9,816 万 6 千円
利 子 割 交 付 金　　       446 万 1 千円
配 当 割 交 付 金                119 万 4 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　　   123 万 6 千円
ゴルフ場利用税交付金           1,954 万 4 千円
自動車取得税交付金             2,182 万 1 千円
地方特例交付金             2,694 万 3 千円
交通安全対策特別交付金　　       368 万 7 千円
分担金および負担金　　   4,815 万 4 千円
寄　　付　　金　　   1,049 万 1 千円
繰　　入　　金　　   1,239 万 4 千円

5 億 8,180 万円
         0 万円

3 億 8,534 万 9 千円
1 億 8,930 万 5 千円

4 億 3,685 万 6 千円
  1 億 5,483 万 7 千円

3 億 9,461 万 5 千円
　　5,440 万 4 千円

1 億 7,375 万 4 千円
1,424 万 4 千円

2 億 2,341 万 8 千円
2 億 2,341 万 9 千円

1 億 916 万 8 千円
5,712 万 1 千円

1,533 万 7 千円
978 万 4 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 特別会計予算執行状況（22 年９月 30 日現在の平成 22 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 1 億 3,171 万 2 千円 8,598 万 1 千円 4,573 万 1 千円
資　本　的 0 円 7,761 万 6 千円 △ 7,761 万 6 千円

※資本的収支の不足額 7,761 万 6 千円は内部留保資金、建設改良積立
金などから補てんしました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

（公営企業会計を除く）

◎一般会計合計
　　　　　　     91 億 2,885 万 9 千円
◎特別会計合計 
　　　　　　    67 億 3,056 万 1 千円

●町債現在高合計
158 億 5,942 万円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 4,717 万円 4,771 万 4 千円 △ 544 千円
資　本　的 3,899 万 8 千円 3,550 万 5 千円 3,493 千円

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

予算現在額　14 億 4,856 万 4 千円
収 入 済 額　  6 億 1,211 万 2 千円

  11 億 7,661 万 7 千円        
    2 億 0,420 万 7 千円

7 億 6,607 万 9 千円
3 億 7,269 万 3 千円

10 億 6,826 万 8 千円
  3 億 8,375 万 2 千円

10 億 8,203 万 6 千円
  4 億 8,358 万 6 千円

4 億 1,516 万 4 千円
2 億 3,778 万 7 千円

3 億 5,766 万 8 千円
2 億 4,671 万 1 千円

3 億 4,522 万 2 千円
1 億 1,903 万 4 千円

3 億 1,660 万円
2 億 3,273 万 7 千円

1 億 1,323 万 1 千円
　    5,229 万 1 千円 

議　会　費    　 9,275 万 3 千円
災害復旧費　　　  53 万 2 千円
予　備　費         1,194 万 6 千円

予算現在額

　公営企業会計

   税負担額
 （町民１人あたり）

 11 万 1,119 円

純固定
資産税
7 万 4,703 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　757 円

町民税
個人分
2 万 8,589 円

町民税
法人分
2,911 円

町たばこ税
1,645 円 軽自動車税

2,099 円

入湯税
415 円

みなさんが
納める税金

予算総額は　　　　70 億 8,944 万 9 千円

18 億 9,146 万 4 千円
11 億 8,840 万円

　

22
年
９
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、
町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
、
町
の

財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。
一
般
会
計
は
上
半
期
中
、

３
回
の
補
正
を
し
、
歳
入
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出
の
予
算
現
在
額
は
70
億
８
千
９
４
４
万
９
千
円

と
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り
ま
し
た
。
９
月
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ま
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の
予
算
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額
に
対
す
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収
入
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合
は
54
・

95
％
、
支
出
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合
は
41
・
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％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
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康
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な
ど
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特
別
会
計
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、
上
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期
中
、
合
計
で
６
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３
１
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、
予

算
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在
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は
44
億
６
千
３
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１
万
１
千
円
と
な
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ま
し
た
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９
月
末
ま
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予

算
現
在
額
に
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す
る
収
入
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合
は
30
・
48
％
、
支
出
割
合
は
44
・
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％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地　方
交付税

繰越金

県支出金

町　税

町　債

諸収入

民生費

財産収入

公債費

総務費

土木費

衛生費

商工費

教育費

国　庫
支出金

繰入金
　ほか

使 用 料 及
び手数料

議会費
ほか

消防費

農林水
産業費
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      大会を支えるボランティア
　第４回ジンギスカップ IN 磐梯高原は 10 月 3 日、
磐梯南ヶ丘牧場で開かれ、猪苗代高校のＪＲＣ委員
会の生徒ら 22 人（３年生　２人、２年生　20 人）
がボランティアスタッフとして参加しました。
　生徒たちはゴールした選手に「お疲れさまでした」
と声をかけながらジュースを手渡し、ゼッケンを回
収したり、抽選会の手伝いをしたりしました。
　コース係として安全な競技運営のために全力を尽
くす生徒、レース後の選手たちの楽しみであるジン
ギスカンの準備を手伝う生徒など、猪高生は各所で
大会の盛り上げに一役買いました。
　渡部歩

あゆみ

さんと原美
み

咲
さ き

さん（共に３年生）は「学校
の試験も近いけれど、地元の大会を盛り上げようと
思って参加しました。選手の皆さんの頑張っている
姿を、近くで応援することができてよかったです」
と話しました。

写真上　ゴールした選手を出
迎えた後、マウンテンバイク
からゼッケンを回収する生徒
たち
写真下　抽選会の係として活
躍した渡部さん（左）と原さ
ん（右）

　 学びいなに豊かな音楽響く
　野口英世博士顕彰記念町内小中学校音楽祭は 10
月８日、学びいなで開かれました。
　町教育委員会と町校長会が主催、野口英世記念会
の後援で開かれたこの音楽祭には、町内６小学校の
児童と３中学校の生徒合わせて約 770 人が参加し、
豊かなハーモニーを奏でました。
　ステージでは児童や生徒たちが日ごろ練習してき
た合奏や合唱などを披露、練習の成果を発揮して会
場を訪れた保護者らを魅了しました。
　音楽鑑賞のコーナーでは、アフリカ民族音楽団の

「ＢＢ・モフラン & ジャンボ」による演奏がありま
した。メンバーの４人は、ピアノ、ギターにパーカッ
ションを加えた独特の音色でアフリカの伝統音楽を
紹介しました。
　参加した児童、生徒たちはアフリカ音楽の持つ、
独特のリズムなどを楽しみながら学びました。

写真上　迫力のある歌と踊り
で「ソーラン節」を披露した
猪苗代小学校の児童たち

写真下　ささらなど日本伝統
の民族楽器を使って「こきり
こ」を演奏する児童たち A N

　  秋の味覚、焼き芋パーティー
　川桁保育所の焼き芋パーティーは 11 月４日、同
保育所で開かれ、園児らが甘い秋の味覚を楽しみま
した。
　今日は焼き芋の日だ―。と、園児たちは何となく
そわそわしているように見えました。炭火の中から
焼き芋の甘い匂いが漂うと、今か今かと待ちかまえ
ていた園児たちが、一斉に外へ走り出します。
　テラスに腰を下ろして先生から焼き芋を受け取る
と、「いただきます」と声をそろえ、アツアツの焼
き芋にかじりついていました。
　「甘い」「おいしい」「先生、２個目食べていい？」と、
元気におかわりする子もいれば、「カメムシ発見！」
と焼き芋どころではない子もいました。
　焼き芋パーティーの後は避難訓練を実施し、園児
と保育士が建物からの避難訓練と初期消火訓練に挑
みました。

写真上　皮ごと食べて「皮に
げー！」と大声を上げる渡部
怜
れ い

磨
ま

くん（左）。残念ながら
そこは焦げてるよ
写真下　「僕もう２個目だよ」
と元気な笑顔を見せる子ども
たち。焦げ目に気をつけて

lementary schoolE igh schoolH

D

ursery schoolN

      全国大会目指して頑張るぞ
　９月 26 日に福島市で開かれた第 28 回県マーチ
ングフェスティバルの小学校バンドフェスティバル
部門で金賞、マーチングバンド・バトントワーリン
グ部門で優秀賞に輝いた長瀬小マーチングバンド
の代表は 10 月 18 日、東北大会出場の報告のため、
津金町長を訪問しました。
　児童代表でバンドマスターの長谷川楓

かえで

さんは「６
年生として、最後にいい思い出を残せるように頑張
りたい」、副バンドマスターの五十嵐隼

は や

人
と

さんは「東
北大会に出場することができ、うれしい」、神櫻

お う

花
か

さんは「悔いのない演奏をしたい」とそれぞれ抱負
を語りました。
※同校マーチングバンドには８月、長瀬地区財産区
から総額約 200 万円分の楽器などが寄贈されまし
た。新しいユニフォームに身を包んだ児童たちは「地
域の皆さんのためにも頑張る」と抱負を語りました。

写真上　東北大会出場を報告
した児童たち。左から土屋教
育長、津金町長、長谷川さん、
江川校長、五十嵐さん、小椋
教諭、神さん
写真下　東北大会出場を決め
た県大会の様子

スクールトピックス ＆ ニュース INAWASHIRO

lementary schoolE
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　県消防協会猪苗代支部（土屋孝彦支部長）の秋季連合検閲は 10
月 24 日、猪苗代小学校グラウンドで実施されました。
　猪苗代、磐梯両消防団から参加した 482 人の団員たちは、猪
苗代町役場を出発し中央商店街を行進した後、猪苗代小学校グラ
ウンドに到着。通常点検、規律訓練や分列行進などをきびきびと
こなし、防火の誓いを新たにしました。
　また、長年にわたり消防団活動に尽力した団員らをたたえ、感
謝状の贈呈や、功績章、永年勤続章、精勤章の表彰も執り行われ
ました。

冬を控え防火の誓い新たに
県消防協会猪苗代支部が秋季検閲

自然あふれるコースで競う
第４回ジンギスカップ IN 磐梯高原

オフロードコースに挑む参加者たち検閲官などによる通常点検を受ける消防団員ら

三角点設置を記念して万歳三唱する参加者ら

　マウンテンバイクの第４回ジンギスカップ IN 磐梯高原は 10
月３日、磐梯南ヶ丘牧場特設コースで開かれ、329 人がオフロー
ドコースに挑みました。白熱した競技終了後は同牧場名物のジン
ギスカンで交流を深めました。各部門優勝者は次のとおりです。
▶スーパーキッズ＝弦巻亮汰▶キッズ＝長谷川蓮▶ジュニア A
＝長谷川稔▶同 B ＝中村暁蓮▶同 C ＝積田連▶ガールズ A ＝小
林加歩▶同 B ＝長谷川あい子▶ビギナー A ＝斎藤拓真▶同 B ＝
松本明▶同レディース＝中村碧▶スポーツ A ＝渡辺徹▶同 B ＝
佐藤哲也▶同レディース＝中村千鶴▶エキスパート＝有井雄二

　町内でステンドグラス工房を営む松﨑徹さん（沼尻）は 9 月 29
日、町役場を訪れ、自身が制作したステンドグラス作品を寄贈し
ました。寄贈した作品は 16 年（2004 年）に制作した「Snake 蛇」。
フランス・パリのルーブル美術館で開かれた「パリ・美の解放展」
に出品し最高賞にあたる「プレミア賞」を受賞した作品です。
　「多くの町民に見てもらいたい」と話す松﨑さんから作品を受
け取った津金町長は、「ステンドグラスを立体化した松崎さんの
独創性、芸術性に触れる貴重な資料として大事にしたい」と謝辞
を述べました。この作品は学びいなに展示されます。

学びいなに新しい芸術作品
松﨑徹

とおる

さんが町に受賞作品を寄贈

津金町長と土屋教育長に作品を手渡す松崎さん（右）

猪苗代湖の水環境のために
カメリーナに募金付き自販機設置

設置式典でのテープカットの様子

　磐梯山（1,819㍍）の三角点標柱復活を目指してきた猪苗代山
岳会（江花俊

と し

和
か ず

会長）と国土地理院東北地方測量部は 10 月 16 日、
同山頂に新たな三等三角点「磐梯」の柱石を設置し、悲願の復活
を祝いました。
　三角点は三角測量などに用いられる基準点で、鉱山の山頂など
に設置されるもの。明治 37（1904）年に磐梯山山頂に設置され
た三等三角点「磐梯」は、昭和 21（1946）年の調査以降は確認さ
れていませんでした。
　このため、同山岳会が創立 50 周年事業として、昨秋から同測
量部に三角点の復活を要望。今年６月の現地調査を受け、再設置
が認められました。高山の三角点の再設置は全国でも珍しく、東
北では初めてのことです。
　この日、強風と小雨に見舞われた山頂には約 70 人が集結。関
係者たちが期待を込めて見守る中、２日に山頂へ運ばれた柱石や
盤石などを、同測量部の職員たちが正確な位置や方角を確認しな
がら埋設しました。標柱南側には、再設置までの経緯を示したプ
レートも設置。標柱復活に喜びの笑顔があふれました。
　続いて催された竣工式で江花会長は「おらが山に恩返しをした
かった。これからも登山者の安全確保や環境保全に取り組み、素
晴らしい磐梯山を守っていきたい」と誓いました。
　同測量部池田尚

ひ さ

応
お

測量課長は「磐梯朝日国立公園指定 60 周年
の節目に復旧できてうれしい（噴火がなければ）一等三角点でも
おかしくない素晴らしさ」とたたえました。

山頂で三角点の再設置を祝う
磐梯山頂に三角点が復活しました

　福島中央テレビ（FCT）は 10 月６日、「猪苗代湖をきれいにし
よう」キャンペーンの一環として、カメリーナに寄付金型自動販
売機を設置しました。これは同キャンペーンの第１号で、サント
リーフーズの協力を得て設置。販売機での売り上げ１本につき１
円が、猪苗代湖の水環境保全活動への寄付金となり、FCT を通じ
て活動団体へ寄付されます。
　同日行われた設置式典で津金要雄町長は「これを機により多く
の町民や県民の力が集結し、水質回復につながれば」とあいさつ。
一層の環境改善に期待を込めました。

設置された三等三角点「磐梯」
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

美しい猪苗代湖を守りたい
湖北岸のヨシ刈り・ゴミ撤去作業を実施

美しさを取り戻そうと、清掃作業に励みました

　第 22 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）に出場する
選手団の結団式は 10 月 23 日、学びいなで挙行され、選手、監督、コー
チや来賓など合わせて約 30 人が参加しました。
　式では、津金要雄町長が「志を高く持ち、県のトップを目指してタスキ
をつないでほしい」とあいさつ。鈴木武

た け

喜
き

町議会議長が「われわれ町民は
一丸となって選手の皆さんを応援する」と祝辞を述べました。
　五十嵐幸夫監督は「昨年を上回るチームができた。ことしは町の部ベス
ト３を目指す」とあいさつした後、選手団の五十嵐史

し

朗
ろ う

主将が「選手一丸
となって、町民の皆さんに夢と希望を与える走りをする」と力強く宣誓し
ました。

夢と希望を与える走り誓う
ふくしま駅伝結団式が挙行される

力強く宣誓した五十嵐史朗主将

結団式で健闘を誓った本町チーム。前列中央が二瓶芳
よし

雄
お

総監督（右）と五十嵐幸
ゆき

夫
お

監督（左）

　故　楠孝
こ う

順
じゅん

さん（三城潟）への叙位・叙勲伝達式は 10 月 12 日、
町役場で挙行され、故人に代わり出席した楠喜

き

見
み

子
こ

さんに津金要
雄町長から内閣総理大臣名の書状が伝達されました。
　津金町長は「この受賞は、教員として長年にわたり教育に貢献
した功績が認められたもの。先生が亡くなったことは残念だが、
叙位・叙勲は家族だけでなく、町にとっても名誉なこと」とあい
さつ。楠さんは「故人は左を向いては学び、右を向いては教えた、
教育に生きた人だった。本日はありがとうございます」と謝辞を
述べました。

楠　孝順さんに瑞宝双光章
従五位・瑞宝双光章の書状を伝達

町長から書状を受け取る楠さん（右）

　第 41 回町高齢者福祉大会は 10 月 19 日、学びいなで開催され、
町内の老人クラブ会員ら約 400 人が出席しました。町老人クラ
ブ連合会の戸田忠

た だ

義
よ し

会長が「健康で幸せな長寿福祉社会の実現に
向けて努力しよう」とあいさつ。その後、しあわせ金婚夫婦表彰
などが実施され、26 組が表彰を受けました。代表として表彰を
受けた古川秋

あ き

夫
お

さん・フユ子さん夫妻（白水会）は「長いようで
短い 50 年でした。戦後でいろいろと苦労した時代でしたが、け
がも病気もなく暮らしてこれたのは地域の皆さんのおかげです」
と二人で顔を見合わせ、にっこりと笑いました。

健康で幸せな社会の実現へ
学びいなで高齢者福祉大会を開催

表彰を受ける古川秋夫さん・フユ子さん夫妻
当日は 32 のゼッケンに熱い声援を

　このたび、遺族が年金として受給する生命保険金
のうち、相続税の課税対象となった部分については、
所得税の課税対象にならないとする最高裁判所の判
決がありました。そこで、このような年金に係る税
務上の取り扱いを改めることにしましたのでお知ら
せします。これにより、平成 17 年分から平成 21
年分までの各年分について所得税が納め過ぎとなっ
ている人については、納め過ぎた所得税が還付され
ます。お手数をお掛けしますが、必要な手続き（更
正の請求または確定申告など）をしてくださるよう

税務署からのお知らせ
相続または贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく年金の税務上の取扱いの変更について

お願いします。この取り扱いの変更の対象となる人
や所得税の還付の手続きについては、国税庁ホーム
ページ【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、最寄り
の税務署に問い合わせてください。
※平成 17 年分について、早い人は 22 年 12 月末
が還付できる期限になりますので、早めに手続きを
してください。
※受け取った年金の受給権が相続税や贈与税の課税
対象になる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額
が生じなかった人も対象になります。

　猪苗代湖北岸のヨシ刈り・ごみ撤去作業（町、県、環境省ほか
地元関係団体などの主催）は 10 月 21 日、町内堅田の湖岸で実
施されました。この大規模清掃は今年で４年目。30 の機関・団
体から集まった約 340 人が、北岸から湖にそそぐ小黒川河口の
両岸計 700㍍で一斉に作業しました。
　猪苗代湖の昨年度の水質測定結果（県実施）は大腸菌群数が過
去最大を記録。11 月に環境省が発表予定の全国湖沼水質ランキ
ングでも、２年ぶりにランク外となる見通しです。参加者の皆さ
んは、美しい水環境を取り戻そうと、清掃作業に汗を流しました。

【問い合わせ先】　会津若松税務署　☎（27）4311
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元気に遊ぶ子どもたちを見つめながら「２人とも
ずっと元気で育ってほしい」と願うパパとママです。

笑顔でこんにちは

　
「
嫌
い
な
物
は
な
く
、
何

で
も
食
べ
ま
す
。
特
に
め
ん

類
が
好
き
で
す
ね
」
ひ
ざ
の

上
の
紗
希
ち
ゃ
ん
を
見
つ
め

な
が
ら
、
笑
顔
で
話
す
マ
マ

の
真
美
さ
ん
。
会
話
に
参
加

す
る
か
の
よ
う
に
、
紗
希

ち
ゃ
ん
も
マ
マ
の
顔
を
見
上

げ「
ア
ー
」と
声
を
あ
げ
ま
す
。

　

伝
い
歩
き
が
始
ま
っ
た
紗

希
ち
ゃ
ん
。
ハ
イ
ハ
イ
で
お

兄
ち
ゃ
ん
の
海か

い

斗と

く
ん
を
追

い
か
け
る
姿
が
、
歩
き
に
変

わ
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

　
「
海
斗
が
妹
の
面
倒
を
よ

く
見
て
く
れ
る
の
で
助
か
り

ま
す
。
兄
妹
仲
が
い
い
ん
で

す
」
と
優
し
い
笑
顔
で
２
人

を
見
つ
め
る
真
美
さ
ん
。

　

パ
パ
の
篤
さ
ん
は
、
今
話

題
の
イ
ク
メ
ン（
育
児
に
協

力
す
る
男
性
）。「
お
風
呂
も

大
体
パ
パ
が
入
れ
て
く
れ
ま

す
し
、
積
極
的
に
子
育
て
を

手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

と
真
美
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。　

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

サークル紹介Circle introduction

　

昭
和
42
年
の
結
成
以
来
、
40

年
以
上
に
わ
た
り
、
猪
苗
代
の

歴
史
、
史
跡
の
調
査
研
究
を
続

け
て
き
た
猪
苗
代
地
方
史
研
究

会
。
現
在
、
約
１
０
０
人
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

年
１
回
、
調
査
研
究
の
成
果

を
ま
と
め
た
会
報
を
発
行
す
る

ほ
か
、
研
修
会
、
講
演
会
や
見

聞
を
広
め
る
た
め
の
研
修
旅
行

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
取

材
当
日
は
、
古
文
書
解
読
の
研

修
会
。
会
員
の
岡
部
道み

ち

郎お

さ
ん

が
講
師
に
な
り
、
会
員
と
と
も

に
古
文
書
を
読
み
、
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
「
古
里
の
歴
史
を
研
究
し
、

読
み
解
い
て
い
く
の
は
楽
し
い
。

若
い
人
た
ち
に
も
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
話
す
の
は
、
渡
部
淳

会
長
。
同
会
で
は
、
町
の
歴
史
、

会
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
や

見
学
希
望
者
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
会
希
望
者
は
会
長
ま
で
。

渡
部　

淳（
幸
野
）

☎（
66
）２
９
１
５

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
活
動

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は
広
報

担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎（
62
）２
１
１
１

保健だより Health information

　あなたの心は元気ですか

大好きなお兄ちゃんの海斗くん（右）とママと一緒にポーズ

平成 21 年９月生まれ
～上新町　
篤
あつし

さん・真
ま

美
み

さん夫婦の長女

田多羅　紗
さ

希
き

　ちゃん

　　　 （渡部　淳
あつし

会長）

　

周
囲
の
人
は
、
ま
ず
休
養
す
る
こ

と
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
受
診

や
相
談
の
際
に
は
、
一
緒
に
病
院
な

ど
に
付
き
添
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

も
し
本
人
が
受
診
や
相
談
を
拒
ん
で

い
る
場
合
は
、
本
人
が
信
頼
し
て
い

る
家
族
・
友
人
・
先
輩
な
ど
に
勧
め

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
で
は
「
頑
張
れ
」
と
い

う
励
ま
し
の
言
葉
は
か
え
っ
て
本
人

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。
無

理
に
外
出
や
運
動
、
気
分
転
換
を
勧

め
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
温

か
く
寄
り
添
う
よ
う
に
見
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
「
う
つ
病
か
も
し
れ
な
い
」「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
」と
自
分
一
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

  

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

  

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
、
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
と
、
弁
護
士
・
司
法

書
士
に
よ
る
、
多
重
債
務
者
無
料
相

談
会
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

□
心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
考
え

　

が
堂
々
巡
り
す
る

□
自
分
を
責
め
、
自
分
は
価
値
が
な

　

い
と
感
じ
る

□
死
に
た
い
気
持
ち
に
た
び
た
び
陥

　

る

　

５
つ
以
上
あ
て
は
ま
る
人
は
要
注

意
で
す
。「
わ
た
し
は
、
う
つ
病
か

も
し
れ
な
い
」と
思
っ
た
人
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
精
神
科
や
心
療
内
科
な
ど
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
は
身
近
な
病
気

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
じ
よ
う
に

う
つ
病
も
病
気
で
す
。
自
然
治
癒
を

待
つ
間
に
進
行
し
て
治
り
に
く
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
受

診
し
て
適
切
な
薬
を
処
方
し
て
も
ら

い
、
医
師
の
指
示
を
守
っ
て
服
薬
す

る
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
治
療
で
す
。

　

ま
た
「
ゆ
っ
く
り
休
養
す
る
」
こ

と
も
重
要
で
す
。
う
つ
病
は
、
ま
じ

め
で
勉
強
や
仕
事
を
一
生
懸
命
す
る

人
に
多
い
病
気
で
す
。
休
む
こ
と
に

罪
悪
感
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

頑
張
り
過
ぎ
ず
に
休
養
を
取
る
こ
と

で
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
精
神

状
態
が
安
定
し
て
き
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
状
態
は

　

人
は
誰
で
も
悲
し
い
経
験
を
し
た

り
、
失
敗
し
た
り
す
る
と
、
落
ち
込

ん
だ
り
、
憂
う
つ
な
気
持
ち
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
体
調
に
影
響
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
い
て
い
の
場

合
は
時
間
が
た
て
ば
回
復
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
体
が
だ
る
く
て
布
団
か

ら
起
き
上
が
れ
な
い
、
職
場
に
近
付

く
と
な
ん
と
な
く
気
分
が
め
い
る
、

薄
暗
い
気
分
が
続
く
、
落
ち
込
ん
で

し
ま
う
…
な
ど
が
続
く
場
合
は
、
う

つ
病
に
な
り
か
け
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

最
近（
こ
こ
２
週
間
ほ
ど
）こ
ん

な
こ
と
が
続
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

あ
て
は
ま
る
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

□
悲
し
い
、
憂
う
つ
な
気
分
、
沈
ん

　

だ
気
分
に
な
る

□
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽
し

　

く
な
い

□
疲
れ
や
す
く
て
だ
る
い

□
お
っ
く
う
で
、
何
も
す
る
気
が
し

　

な
い

□
寝
つ
き
が
悪
く
て
、
朝
早
く
目
覚

　

め
る

□
食
欲
が
な
く
な
る
、
体
重
が
減
少

　

す
る（
反
対
に
過
食
に
な
る
）

　猪苗代地方史研究会 講師として古文書を読み解く岡部道郎さん　

経
済
的
な
理
由
か
ら
う
つ
病
に
な

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
家
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
開
催
日
時　

12
月
16
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
開
催
場
所　

学
び
い
な

　

※
予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

使
い
ま
し
た
か
？

　

無
料
ク
ー
ポ
ン

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

は
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に

乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
や
検
診
手
帳
な
ど
を
送

り
、
検
診
を
受
診
し
て
も
ら
う
事
業

で
す
。

　

乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
６
月
下
旬
に
送

付
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
使
用
し
て
い

な
い
人
が
多
数
い
る
よ
う
で
す
。
12

月
に
入
る
と
予
約
が
殺
到
し
、
検
診

医
療
機
関
が
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

受
診
方
法
、
医
療
機
関
な
ど
の
詳

細
は
、
送
付
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
に

同
封
し
た
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（写真左）この日は古文書解読研究会。講義の前に会員同士で話し
合い、予習に余念がない

（写真右）会員も募集していますと話す渡部会長
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 学 び の 泉 № 165

教育委員会だより

町体験交流館　学びいな
Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350

教育委員会生涯学習課
■問い合わせは

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

～
第
七
回
～

　

長
引
く
不
況
が
な
か
な
か
好
転
し
な
い
。
課
題

は
山
積
み
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
と
っ
て
急
務

な
の
は
「
財
政
再
建
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
期
の
会
津
藩
で
、
破
錠
し
か
け
た
財
政
を

再
建
し
た
人
物
と
し
て
、
今
で
も
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
の
が
、
五
代
藩
主
松
平
容か

た

頌の
ぶ

（
し
ば
し
ば

敬
愛
の
念
を
込
め
五
代
様
と
呼
ば
れ
る
）
と
家
老

田
中
玄は

る

宰な
か

で
あ
る
。

　

今
と
は
時
代
も
条
件
も
大
き
く
異
な
る
の
で
単

純
に
比
較
で
き
な
い
が
、
藩
祖
保
科
公
伝
来
の
手

法
と
『
ス
ピ
リ
ッ
ト
』
は
参
考
に
す
べ
き
点
が
多

い
。
経
済
・
産
業
、
軍
事
、
民
事
、
裁
判
や
教
育

と
多
岐
に
わ
た
る
改
革
を
断
行
し
、
藩
全
体
を
見

事
に
立
て
直
し
た
。

　

中
で
も
際
立
つ
の
は
、
最
重
点
施
策
を
人
材
育

成
に
お
き
、
全
国
屈
指
の
学
校
（
藩
校
）、
会
津

日
新
館
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

容
頌
公
は
、
教
授
方
の
充
実
を
目
指
し
、
江
戸

で
も
一
流
と
評
判
の
高
か
っ
た
岡
山
藩
儒
者
古ふ

る

屋や

昔せ
き

陽よ
う

の
招し

ょ
う

聘へ
い

を
考
え
た
。
し
か
し
、
会
津
が
遠
隔

地
の
た
め
か
昔
陽
は
何
度
要
請
さ
れ
て
も
承
諾
し

な
か
っ
た
。

　

一
計
を
案
じ
、
あ
る
日
、
江
戸
城
和わ

田だ

倉く
ら

門
内

（
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
皇
居
外
苑
）
の
会
津

藩
邸
に
昔
陽
を
招
き
入
れ
た
。
無
理
や
り
上
座
に

つ
か
せ
、
す
か
さ
ず
容
頌
公
は
下
座
か
ら
深
々
頭

を
下
げ
、
会
津
行
き
を
懇こ

ん

請せ
い

さ
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
に
は
さ
す
が
の
昔
陽
も
肝
を
つ
ぶ
し
、
承
知
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
（
土
屋
）

　音楽に向き合うことで懸命に生き
抜こうとする僧侶・浄念の再生と、
彼を支えながら癒されていく周囲の
人々を描いた愛おしい物語。
●日時：12 月４日（土）
① 14 時（開場 13 時 30 分）
② 18 時 30 分（開場 18 時）
●場所：学びいな
●費用：1,100 円（チケットは、学
びいなと町体験交流協会で販売）
●主な出演者：スネオヘアー、本上
まなみ、村井良大、ほっしゃん、た
くませいこ、山口拓、會田茂一、中
尾憲太郎、小松正宏、草村礼子、小
林薫

　第 23 回猪苗代町スポーツ少年団総合体育大会は 10 月 10、
11、17 日の３日間、カメリーナと運動公園で開催されました。
参加した児童たちは、日ごろの練習の成果を発揮し、それぞれの
種目で熱戦を展開。会場に詰めかけた関係者や家族らは、児童の
頑張りに熱い声援を送りました。

【団体競技の結果】
◎サッカー【優勝】猪苗代スポーツ少年団
◎ソフトボール【優勝】長瀬スポーツ少年団
◎ミニバスケットボール男子【優勝】猪苗代スポーツ少年団
　同　　　　　　　　　女子【優勝】長瀬スポーツ少年団

　このほか、バドミントン、卓球、柔道などの競技が行われまし
た。大会の詳しい結果は町ホームページの「生涯学習」コーナー
で紹介しますので、そちらをご覧ください。

町民球技大会中央大会の結果
　町民球技大会中央大会のソフトボー
ル競技は９月 26 日に行われ、順延で
参加チームが減ったものの、1 試合 1
試合が接戦で見ごたえのある大会にな
りました。特に決勝戦は時間内に決着
がつかず、タイブレークへ。２回行っ
ても決着がつかないため、最後はじゃ
んけんで勝敗を決めました。

【優勝】達沢・大原チーム
【準優勝】三城潟チーム

　町民バドミントン大会を開催します。日ごろ運動し
ていない人、これから運動しようと思っている人など、
この機会に参加してみませんか。
●日時：12 月５日（日）午前８時 30 分集合
●場所：カメリーナ（サブアリーナ）
●参加料：一人 500 円（シャトル代、景品代）
●競技方法：親子の部（小学生と親）、中学生の部、
高校・一般の部、シニア・初心者の部

（ダブルス、シングルス）
※試合はブロックリーグで行う。ポイント、セット数
は参加者によって制限することもある
●持ち物：昼食、シューズ、ラケット
●申し込み期限：11 月 24 日（水）
猪苗代町バドミントンクラブ　眞田隆　☎ 62-2833
●その他：大会終了後、景品がもらえる抽選会あり
※大会に参加する人は毎週水曜日にカメリーナで練習
できます。

■アブラクサスの祭（映画上映開催）

■スポーツ少年団総合体育大会

■第３回町民バドミントン大会
　毎年恒例の「いなわしろ音楽祭」を今年も開催しま
す。町内の団体などが、日ごろの練習の成果を発表。
音楽を通じて世代を超えた交流、さらには豊かな自然
とすべての命を大切にする活気あるまちづくりを目標
に演奏します。皆さんの来場をお待ちしています。
●日時：12 月 11 日（土）
　　　　午後１時 30 分開演（午後１時開場）
●場所：学びいなホール　
●参加団体：千里幼稚園、町内各小・中学校、猪苗代
高校、ばんだい荘

「あおば」、陸上自
衛隊郡山駐屯地音
楽隊、猪苗代吹奏
楽団
●費用：無料

■ 2010 いなわしろ音楽祭

猪苗代町体験交流館からのお知らせ

■門松作りに挑戦しよう
　もうすぐ師走。そしていよいよ新年が
やってきます。自作のわら細工で新年を迎
えませんか。今年の教室は門松作りに挑戦
します。気軽に申し込みください。
●日時
① 12 月８日（水）
② 12 月 22 日（水）　
いずれも、午前 10 時～正午
●場所：学びいな展示ホール
●内容と費用
①ミニ門松（30㌢のもの１対）1,500 円
②門松（110㌢のもの１対）2,000 円
●定員：①ミニ門松 20 人②門松 10 人
● 申 し 込 み：11 月 25 日（木）までに、
学びいなに申し込んでください。（申込時
に、①か②の希望日をお知らせください）
※なお、希望者が５人に満たない場合は中
止とします。また、毎年実施してきました

「しめ縄作り」は、材料の確保ができない
ため、今年は行いません。

優勝した達沢・大原チーム（左）と準優勝の三城潟チーム

猪苗代町体験交流協会からのお知らせ

　ブルーレイクハーモニーによる
合唱の発表会を開催します。皆さ
んの来場を心からお待ちしていま
す。
●日時：11 月 28 日（日）
　　　　午後１時 30 分開演
●場所：学びいなホール
●費用：無料

■第１回ブルーレイク
ハーモニー発表会

ミニバスケットボール男子優勝の猪苗代スポーツ
少年団（左）と女子優勝の長瀬スポーツ少年団

イベントのお知らせ

～現役僧侶で芥川賞受賞作家・玄
げ ん

侑
ゆ う

宗
そ う

久
きゅう

氏初の映画化作品～
そのままでいい、そのままで正しいんだ－。悩みを抱えた浄念を
通じて今を生きるための禅の教えが心に響く感動作
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行
政
相
談
委
員
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
の
定
例
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
定
例
相
談
は
毎
月
１
回

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
猪
苗
代
町
行
政
相
談
委
員

　

宮
沢　

重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時　

11
月
17
日（
水
）、

　

12
月
15
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
開
催
場
所　

町
役
場
３
階
日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

女
性
の
人
権
問
題
は
電
話

で
相
談
し
よ
う

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
15
日

　

・
２
級　

３
３
，
８
０
０
円

▼
支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
お
よ
び
そ
の
扶
養
義

務
者
な
ど
の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ

る
場
合
は
、
そ
の
年
度（
８
月
か
ら

翌
年
７
月
）は
手
当
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

障
害
の
種
類
や
程
度
、
所
得
制
限

限
度
額
な
ど
手
続
き
に
関
す
る
詳
細

に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
児
童
家
庭
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

日
本
脳
炎
第
２
期
の
予
防

接
種
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
７
月
か
ら
第
１
期
対
象

者（
生
後
６
月
～
90
月
）へ
の
日
本

脳
炎
予
防
接
種
を
再
開
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
11
月
か
ら
第
２
期
対
象
者

（
接
種
日
現
在
で
９
歳
以
上
13
歳
未

満
）へ
の
接
種
も
再
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
期
対
象
年
齢
で
第
１
期（
計

３
回
）が
済
ん
で
い
る
人
は
第
２
期

接
種
を
、
第
１
期
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
未
接
種
分
を
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
母
子
手

帳
を
持
っ
て
保
健
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
接
種
履
歴
を
確
認
の

上
、
予
診
票
を
渡
し
ま
す
（
個
別
通

知
は
し
ま
せ
ん
）。

▼
接
種
料
金

　

対
象
者
は
無
料
（
公
費
負
担
）

▼
接
種
方
法

　

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
に
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

過
疎
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
考
え
よ
う

　

過
疎
・
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少

と
高
齢
化
に
よ
り
、
地
域
力
が
低
下

し
限
界
集
落
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
ち
、
何
を
し
て
、
ど
こ
へ
向

か
え
ば
い
い
の
か
。「
交
流
」と
い
う

視
点
か
ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
交
流
に
よ
る
集
落
活
性
の
可
能

性
」と
題
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

12
月
４
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
開
催
場
所　

会
津
若
松
市
役
所

　

北
会
津
支
所　

ピ
カ
リ
ン
ホ
ー
ル

▼
内
容

第
１
部

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

相　

談

（
月
）か
ら
21
日（
日
）ま
で
を
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間

　

11
月
15
日（
月
）～
21
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
20
、
21
日
は
、
午
前
10

時
～
午
後
５
時

※
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）。

▼
相
談
専
用
電
話

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

特
別
児
童
扶
養
手
当

～
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
に
～

　

こ
の
手
当
は
、
身
体
・
精
神
に
中

度
ま
た
は
重
度
の
障
害
が
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
【
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
は

　

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
】

　

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、

　

対
象
児
童
が
日
本
に
い
な
い
場

　

合

　

②
児
童
が
肢
体
不
自
由
児
施
設

　

・
知
的
障
害
児
施
設
な
ど
に
入

　

所
し
て
い
る
場
合

　

③
児
童
が
障
害
を
理
由
と
し
て

　

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

▼
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

次
の
書
類
を
添
え
て
役
場
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
定
請
求
書
（
役
場
で
配
布
）

②
請
求
者
、
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

ま
た
は
抄
本
お
よ
び
世
帯
全
員
の
住

民
票

③
所
定
の
診
断
書（
療
育
手
帳

「
Ａ
」
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳

「
１
・
２
・
３
級
」
の
場
合
は
そ
の
写

し
で
診
断
書
を
省
略
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

④
通
帳
の
写
し

⑤
そ
の
ほ
か
必
要
な
書
類

▼
手
当
の
支
払
い

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
し
、
県

知
事
が
認
定
し
ま
す
。
認
定
さ
れ
る

と
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
か
ら
年
３

回
、
４
カ
月
分
の
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
手
当
の
月
額

　

・
１
級　

５
０
，
７
５
０
円

募　

集

　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

２
階　

調
理
室
・
和
室

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
ふ
き
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

▼
対
象
者　

町
内
に
住
む
男
性　

先
着
16
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

・
基
調
講
演（
１
）

　
「
宝
探
し
と
交
流
か
ら
持
続
可
能

　

な
地
域
づ
く
り
」

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
教
授

　

牧
田　

和
久
氏

・
基
調
講
演（
２
）

　
「
交
流
を
通
じ
た
東
和
の
ふ
る
さ

　

と
づ
く
り
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
き
の
里
東
和
ふ

　

る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

　

理
事
長　

大
野　

達
弘
氏

・
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

空
き
家
古
民
家
相
談
セ
ン
タ
ー

第
２
部

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
「
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る

　

集
落
活
性
化
の
可
能
性
」

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
業
務

☎（
62
）２
１
１
７

　

syoukan@
tow

n.inaw
ashiro.

fukushim
a.jp

男
性
だ
っ
て
楽
し
く
料
理

男
の
料
理
教
室

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、

本
年
度
も「
男
の
料
理
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。
内
容
は
、
旬
の
食
材
を

使
っ
た
簡
単
な
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
と
、

保
健
師
に
よ
る
栄
養
と
健
康
に
つ
い

て
の
話
で
す
。

▼
開
催
日
時　

12
月
１
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
開
催
場
所

会
津

若
松

市
北

会
津

町
中

荒
井

字
諏

訪
前

11
　

　
　

会
津

若
松

地
方

消
防

設
備

協
会

住
宅

用
火

災
警

報
器

ア
ン

ケ
ー

ト
事

務
局

　
行

※
記

入
し

て
い

た
だ

い
た

個
人

情
報

は
、

抽
選

と
商

品
の

　
発

送
だ

け
に

使
用

し
ま

す
。

50
円

切
手

を
必

ず
は

っ
て

く
だ

さ
い

郵
便

は
が

き ᴶ
ᴳ

ᴲ
ᴭ

ᴮ
ᴰ

ᴮ

付いてますか　住宅用火災警報器
アンケートに答えて住警器をもらおう
　住宅用火災警報器の設置はお済みですか？火災の早期発見で、逃げ遅れなどから大切な命
を守るため、消防法により、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。

（アンケートの内容・応募方法は、裏面へ）

児　

童
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生
態
系
を
守
る
た
め
、
外

来
種
の
駆
除
を

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、

コ
ク
チ
バ
ス
）、
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
特

定
外
来
生
物
で
す
。
特
定
外
来
生
物

は
、
既
存
の
生
物（
タ
ナ
ゴ
類
な
ど
）

を
捕
食
し
、
現
在
あ
る
生
態
系
を
壊

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
魚
を
保
管
し
た
り
、
別
な
場

所
に
運
ん
だ
り
、
自
宅
で
飼
っ
た
り
、

誰
か
に
譲
っ
た
り
、
譲
り
受
け
た
り

す
る
こ
と
は
、「
特
定
外
来
生
物
に

関
す
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
湖
で
釣
っ
た
オ
オ
ク

チ
バ
ス
を
生
き
た
ま
ま
水
の
入
っ
た

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は「
保
管
」

に
該
当
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
ら
の
魚
を
釣
っ
て
し
ま
っ
た

ら
？

　

こ
れ
ら
の
魚
は「
運
搬
」も
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
で
加
熱

調
理
し
て
食
べ
る（
も
と
も
と
食
用

と
し
て
輸
入
さ
れ
た
）か
、
処
分
す

る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
ら
３
種
類
の
魚
を
放
流
す
る
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
流
現
場

を
発
見
し
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
独
自
の
生
態
系
を
守
る
た
め
、

特
定
外
来
生
物
の
防
除
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
参
考　

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.env.go.jp/nature/

intro/index.htm
l

▼
お
わ
び
と
訂
正

　

先
月
号
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の

記
事（
24
ペ
ー
ジ
）に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
深
く
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

○
高
さ

誤　

５
㌢
～
30
㌢

正　

50
㌢
～
３
０
０
㌢

○
形
態

誤　

葉
に
は
毛
が
生
え
て

正　

葉
の
裏
に
は
毛
が
生
え
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

民
税
１
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ

い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
３
号
「
平
成
22
年
度
固
定

資
産
税
２
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
４
号
「
平
成
22
年
度
国
民

健
康
保
険
税
第
１
期
督
促
状
の
公
示

送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
５
号
「
平
成
21
年
度
町
県

民
税
３
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ

い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
６
号
「
猪
苗
代
町
新
事
業

移
行
促
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

お
願
い

告　

示

・
第
１
１
９
号
「
差
押
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
０
号
「
督
促
状
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
１
号
「
債
権
差
押
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
２
号
「
平
成
22
年
度
町
県

　
　

　
　

　
　

　
　

  ア
ン

ケ
ー

ト
　

質
問

は
２

つ
で

す
。

①
・

②
の

ど
ち

ら
か

を
選

ん
で

、
下

の
回

答
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

Ｑ
１

　
平

成
23

年
６

月
ま

で
に

、
す

べ
て

の
住

宅
に

住
宅

用
火

災
警

報
器

の
設

置
が

義
務

付
け

ら
れ

た
こ

と
を

知
っ

て
い

ま
す

か
　

①
　

は
い

　
　

　
②

　
い

い
え

Ｑ
２

　
あ

な
た

の
家

に
は

住
宅

用
火

災
警

報
器

が
つ

い
て

い
ま

す
か

　
①

　
は

い
　

　
　

②
　

い
い

え
　

　
　

　
　

　
　

　
　

回
答

欄

氏
　

名
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
齢

　
　

　
歳

住
　

所
　

〒

　
　

　
　

☎
　

　
　

　
　（

　
　

　
）

世
帯

人
数

　
　

　
　

　
　

　
　

　
人

Ｑ
１

Ｑ
２

住宅用火災警報器の設置を促進するため、アンケートに答えていただいた皆さんの中から、
抽選で 100 人に住宅用火災警報器を差し上げます。
○応募方法　応募はがきにかならず 50 円切手をはり、必要事項を書いて送付してください。
○応募資格　町内に住んでいる人　　○注意　当選者の発表は賞品の発送をもって代えます。
○締め切り　12 月 31 日（金）当日の消印有効　　
○応募・問い合わせ先　消防本部予防グル―プ　☎（59）1403

・
第
１
３
１
号
「
不
動
産
等
の
最
高

価
申
込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達

に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
３
２
号
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

公　

告

・
第
52
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

に
つ
い
て
」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
53
号
「
不
動
産
等
の
最
高
価
申

込
者
決
定
の
公
告
」

（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
業
務
）

・
第
１
２
７
号
「
延
滞
金
督
促
状
の

公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
８
号
「
充
当
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
９
号
「
債
権
差
押
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
３
０
号
「
猪
苗
代
町
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

実
施
要
綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ

く
り
業
務
）

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
54
号
「
平
成
22
年
度
下
半
期
に

お
け
る
公
共
工
事
発
注
予
定
情
報
に

つ
い
て
」（
企
画
財
務
課
財
務
業
務
）

・
第
55
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

お
よ
び
見
積
価
格
の
公
告
に
つ
い

て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
56
号
「
一
般
競
争
入
札
の
実
施

に
つ
い
て
」

（
企
画
財
務
課
財
務
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　家屋の異動があった場合は届け出を

　家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在家屋を所有してい
る人に課税されます。家屋の新築、増築、取り壊し、所有者
変更などの異動があった場合は、届け出をしてください。

●家屋を取り壊した場合　
　取り壊した年は課税されますが、届け出をした翌年からは課税さ
れません。
○登記が遅れる場合または未登記家屋の場合
　取り壊した家屋の床面積の大小にかかわらず、税務課に「家屋異
動申告書」を提出してください。後ほど、職員が現地を確認します。
○登記されている家屋の場合
　該当する家屋の所在地を管轄する法務局で建物滅失登記をする必
要があります。登記が完了すると、法務局から町へ通知が届きます
ので、町への届け出は必要ありません。

●家屋を新築、増築した場合
　家屋が完成した年の翌年から課税されます。職員が評価額算出の
ための調査に伺います。調査の内容は、家の間取りや最終的な各部
屋の仕上げなどの確認になります。調査の時間はおよそ１時間 30
分程度です（床面積の大小により変わります）。
　基本的に職員が文書や電話などにより日程を調整しますが、連絡
をいただければ随時調査に伺います。

●家屋の所有者が変わった場合
　届け出により取得した年の翌年から課税されます。
○登記が遅れる場合または未登記家屋の場合
　相続や売買などにより所有者が変更になった場合は、税務課に「家
屋異動申告書」を提出してください。新たな所有者を確認した上で、
翌年から課税します。
○登記されている家屋の場合
　法務局で所有権移転登記をすると、法務局から町へ通知が届きま
すので、町への届け出は必要ありません。
※これらの異動について届け出がない場合、事実の把握が困難にな
ります。必ず届け出をしてください。

　また、家屋の新増築や取り壊しは、住宅用地に対する課税標準の
特例に関係することがあります。
※住宅用地に対する課税標準の特例
　住宅の敷地に使用されている一画地を住宅用地といいます。住宅
用地については、その税負担を軽減する必要から、その面積の広さ
によって小規模住宅用地と一般住宅用地に分けて特例措置が適用さ
れます。特例額は次のとおりです。
○小規模住宅用地　住宅の敷地で住宅１戸について 200 平方㍍以
下の土地。課税標準額は、土地の決定価格の６分の１。
○一般住宅用地　住宅の敷地で住宅１戸について 200 平方㍍を超
える部分で、住宅の総床面積の 10 倍までの土地。課税標準額は、
土地の決定価格の３分の１。※ 10 倍を超える部分の土地について
は、住宅用地の適用はありません。

　固定資産税の適正な課税のため、毎年４月に送付する課税資産（土
地・家屋）明細書を確認し、必ず届け出をしてください。
　登記については、法務局、司法書士や土地家屋調査士にご相談く
ださい。

●問い合わせ先　　福島地方法務局若松支局　☎（27）1501
　　　　　　　　　税務課　賦課業務　　　　☎（62）2113

掲
示
板

（上）オオクチバス
大きな口が特徴

（下）ブルーギル
体高が高く、体の
側面に帯状の模様

（写真）環境省ホ－ムページ
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編
集
後
記

　☎ 03（5860）2748
　受付時間　
　平日　午前９時～午後 6 時
　（土日祝日は利用できません）

　大切な家族の命を救う
　のはあなたの応急手当

　家族が急に倒れたとき、あなたは
どうしますか。救急車が到着するま
でに、命を救うのは「あなた」の応
急手当です。
　猪苗代消防署では、毎月第２土曜
日の午前９時からＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の使用方法も含めた「町
民救急講座」を開催しています。
　希望者が一人でも実施しますので、
気軽に参加してください。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

　 子どもを守れ！11月は
　児童虐待防止推進月間　

　児童虐待は子どもたちに肉体的、
精神的な苦痛を与え、健やかな成長
を阻む、許せない行為です。児童虐
待には次のようなケースがあります。

【身体的虐待】　蹴る、殴る、投げ落
とす、激しく揺さぶる、やけどをさ
せる、溺れさせる　など

【性的虐待】　性的行為の強要、性
器や性交を見せる、ポルノグラフィ
ティの被写体にする　など

【ネグレクト】　家に閉じ込める、食
事を与えない、ひどく不潔にする、
車の中に放置する、保護者以外の同
居人による虐待を放置する　など

【心理的虐待】　言葉による脅し、無
視、兄弟間での差別的扱い、子ども
の目の前でのドメスティック・バイ
オレンス　など
●子どもを虐待から守るために
　「あなた」からの連絡が、子ども
たちを虐待から守る大きな一歩とな
ります。
・連絡は匿名でもできます。連絡者
や連絡内容に関する秘密は、固く守
られます。
・連絡することで、虐待をした保護
者を助けることにもつながります。
　「虐待を受けたと思われる子ども」
を見つけたときや、自分が出産や子
育てに悩んだときには、児童相談所
や町へ連絡・相談してください。
問児童相談所全国共通ダイヤル
　☎ 0570（064）000
　会津児童相談所　☎（23）1400　
　（以上　24 時間対応可）
　保健福祉課　☎（62）2115

　お知らせ

　先月の広報と一緒に折り込みした
チラシでお知らせした、磐梯山ジオ
パークシンボルマークの募集メール
アドレスが間違っていました。
Kankou01@vill.kitashiora.fukushima,jp
となっていましたが、正しくは
kankou01@vill.kitashiobara.fukushima.jp

でしたので、お知らせします。

暮らしの情報広場

　  就職希望の障害者と求
　  人企業の出会いの場に

　就職を希望する障害者と求人企業
が一堂に会し、面接の場を設ける「障
害者就職面接会」を開催します。
●開催日時　11 月 22 日（月）
　午後１時 30 分～午後４時
●開催場所　会津アピオスペース
　（会津若松市インター西 90）
●参加予定企業数　約 25 社
※詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
問ハローワーク会津若松　専門援助
部門　☎（26）3333

     国立大学法人などの職
     員採用についての説明

　23 年５月に実施予定の東北地区
国立大学法人等職員採用試験。その
概要や業務内容などについて説明す
る職員採用合同セミナーと各国立大
学法人などによる個別説明会を開催
します。
●開催日時　11 月 26 日（金）
　午前 10 時～午後４時
●開催場所　東北大学百周年記念会
　館　川内萩ホール（宮城県仙台市
青葉区川内 40）
※事前申し込みは不要で、誰でも参
加できます。詳しくは下記まで問い
合わせてください。
問東北地区国立大学法人等職員採用
試験事務室　☎ 022（217）8285

　皆さんの学ぶ気持ちを
　放送大学が応援します

　放送大学では、23 年度第１学期
（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビやラジオの放送
を通して学ぶ遠隔教育の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べま
す。出願期間は２月 28 日（月）まで。
資料の請求は無料です。お気軽に放
送大学福島学習センターまで請求し
てください。放送大学ホームページ
でも受け付けます。
問放送大学福島学習センター
　☎ 024（921）7471

　戦後のシベリアでつら
　い体験をした皆さんへ

　シベリア戦後強制抑留者に対する
特別給付金の請求受け付けが、10
月から始まりました。対象になる人
は、早めに請求してください。
●支給対象者
　戦後強制抑留者で 22 年６月 16
日時点で日本国籍だった存命の人
●請求受付期間
　10 月 25 日～ 24 年３月 31 日
　該当する人には独立行政法人平和
祈念事業特別基金から請求書類をお
送りします。まだ手元に届いていな
い人は、当基金に電話してください。
問独立行政法人　平和祈念事業特別
基金　事業部特別給付金担当
　ナビダイヤル
　☎ 0570（059）204
　ＩＰ電話、ＰＨＳからは

Life Information

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 22 年９月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎警察官を名乗ってキャッシュカードをだまし取り、
現金を引き落とす事件が発生しています。不審な電話
がかかってきたら、すぐ警察署に連絡してください。
◎これからの季節、収穫した米の盗難が予想されます。
戸締りの徹底をお願いします。

◎死亡事故が多発しています。人も車も自転車もルー
ルを守って事故防止に努めましょう。日暮れが早くな
りますので、運転手は早めの点灯、歩行者は反射材を
つけましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 22 年 平成 21 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 70 107 -37     -34.6
磐 　 梯 　 町 14 18 -4     -22.2
裏 　 磐 　 梯 10 15 -5     -33.3

　　　計 94 140 -46     -32.9

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
22 年 21 年 22 年 21 年 22 年 21 年

窃盗犯計 57 93 10 15 10 12
空き巣 2 4
金庫破り 1
事務所荒らし
出店荒らし 8 2
倉庫荒らし 2 2
侵入盗その他 2 5 1 1
置引き 2 1 1
車上ねらい 4 6 1
部品ねらい 3
脱衣場ねらい 3 9
自販機ねらい 3 3 1
万引き 12 10
職場ねらい 2 1 1 1
さい銭盗 1 1 1
畑荒らし 1
スキー・
スノーボード盗 4 6 7 10 2 5
非侵入盗その他 16 19 1 2 3
自動車盗 1 4
オートバイ盗 2
自転車盗 5 11 1
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1 1 1
詐欺・横領 3 1

遺失物等横領 1 1
器物損壊 6 7 2 1 3

その他の刑法犯 2 4 1 1
総　計 70 107 14 18 10 15
増　減 -37 -4 -5

死亡事故 2 1 0 0 0 0
増　　減 1 0 0
人身事故 65 80 13 15 6 11
増　　減 -15 -2 -5
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募　　集 お悔やみ申し上げます
（ ８月 15 日～９月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区
髙橋チヨ子 89 チヨ子 桜ケ丘
渡部百合子 80 正 神明町
古川トメノ 91 榮吉 川上
大坂　廣志 60 廣志 川桁
渡部　ナミ 84 登 扇田
鈴木　榮幸 79 榮幸 関脇
津金　金雄 94 金雄 中町
薄　　シモ 84 美作 酸川野
福田　悦子 46 光 名古屋町

鈴木　ナツ 92 ナツ 下館
川井長兵衛 83 長兵衛 五十軒
佐藤　晴雄 82 晴雄 新町ろ
薄　　コウ 96 健彦 島田
渡邊　　綱 94 眞一郎 沼ノ倉
鈴木千代喜 84 千代喜 土田
五十嵐　仁 80 仁 西館
久保　イチ 84 イチ 九軒町
長沼ツルイ 87 ツルイ 名古屋町

大桃　作一 89 壽夫 樋ノ口
阿部トリ子 96 トリ子 下館
木俣ヒデヨ 82 ヒデヨ 壺下
佐藤ミヨ子 90 正昭 伯父ヶ倉

小椋　　平 79 平 達沢
遠藤美枝子 82 一喜 新在家
黒澤　和孝 80 和孝 長坂
神　　勝彌 76 勝彌 川桁

町の人口

平成 22 年 9 月 1 日現在の現住人口（前月比）
　　世帯数　　　  5,096 戸（－   2）
　　人　口　男　  7,521 人（－   4）
　　　　　　女　  8,200 人（－ 23）
　　　　　　計　15,721 人（－ 27）
　　　
　　　出生　  9 人　　転入　 25 人
　　　死亡　21 人　　転出　 40 人

   今月の納期
（納期限11 月30日）

●国民健康保険税５期分

●介護保険料　５期分

●後期高齢者

　医療保険料    ４期分

●上下水道使用料 11 月分

ǽ ױ৙ɥȕɝȟȻș

ふるさと納税制度を利用して、郡
山市の人から匿名の寄付がありま
した　　　　　　　　30,000 円

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

一人で悩んでいませんか？

誰にも相談できずに、一人で悩
んでいませんか？　相談してみ
ることで、一人では気付かな
かった解決方法が見つかるかも
しれません。一人で悩まず相談
してください。近くの相談窓口
をご案内します。

内閣府男女共同参画局
ＤＶ相談ナビ
☎０５７０－０－５
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Our  Museum
みんなの美術館

11 月は千里小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　オーブンを使わなくてもフライパンで手軽に作ることができます。春巻きの皮のサクサクっとし
た食感を味わってほしい一品です。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 162

「みんなともだち」

友だちと一緒に小さくなって、ア
サガオのつるで遊んでいます。周
りを飛ぶチョウやトンボも友だち
です。たくさん色を使って、きれ
いに見えるように工夫しました。

佐藤　愛
あ い

梨
り

さん（１年）

書道「仲間」

「仲」の最後のはらいや「間」のは
ねなどが難しいので、そこに気を
つけて書きました。次は学年や名
前をもっと上手に書けるように頑
張って練習します。

穴澤　大
た い

樹
き

さん（５年）

【材料】4 人分
リンゴ  240㌘・レーズン  40㌘・シナモンパウダー  少々・
砂糖  ８㌘・春巻きの皮  ４枚・バター  12㌘・粉砂糖  少々・
ミントの葉　適宜

【作り方】
① リンゴは３、４㍉くらいの厚さのいちょう切りにします。
② 小鍋にリンゴ、レーズン、砂糖とシナモンパウダーを入れ、
フタをして弱火で煮詰めます。リンゴが茶色く色づき、しん
なりとしたら火からおろします。
③ 春巻きの皮で②を巻きます。
④ バターを熱したフライパンで、③を両面色よく焼きます。
⑤ ④を器に盛り、上から粉砂糖をふりかけ、ミントの葉を
添えれば出来上がり。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 132㌔㌍、脂質 2.8㌘、
タンパク質 1.6㌘、カルシウム８㍉㌘、鉄 0.2㍉㌘、塩分 0.1㌘、
食物繊維 1.5㌘

ዊԨʴʽɾʛɮ
（秋のおやつ）


